
「
漢
字
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と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か
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三

は
じ
め
に

「
漢
字
學
硏
究
」
の
創
刊
號
に
「『
漢
字
』
と
い
う
熟
語
の
定
義
」
を
し
て
お
く

こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
漢
字
」
は
あ
ま
り
に
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
言
葉
で
あ
り
、あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、か
え
っ

て
、
こ
れ
ま
で
は
っ
き
り
と
定
義
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
意

味
な
の
か
。
い
つ
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。
な
ぜ
「
漢
の
字
」
と
い
う
、
こ
の

言
葉
を
使
っ
た
の
か
と
い
っ
た
基
本
的
な
こ
と
す
ら
、
歷
史
的
な
經
緯
を
ふ
ま
え

て
明
快
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い）

1
（

。「
漢
字
」
を
タ
イ
ト
ル

の
一
部
に
入
れ
た
書
物
は
日
本
や
中
國
に
山
の
よ
う
に
存
在
す
る
が
、
そ
の
冒
頭

に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
「
漢
字
」
の
定
義
を
し
て
い
る
も
の
は
、
管
見
の

か
ぎ
り
で
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
み
え
る）

2
（

。

結
論
め
い
た
こ
と
か
ら
先
に
述
べ
れ
ば
、現
時
點
で
見
つ
か
っ
て
い
る「
漢
字
」

と
い
う
言
葉
の

獻
の
成
立
年
代
に
も
と
づ
い
た
最
も
古
い
用
例
は
、
日
本
の
選

子
內
親
王
（
九
六
四
―
一
〇
三
五
）
の
『
發
心
和
歌
集
』（
一
〇
一
二
年
成
立
）

の
眞
名
序
と
さ
れ
る
部
分
、
つ
ま
り
漢

で
書
か
れ
た
序

に
み
え
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
を
嚴
密
に
適
用
す
れ
ば
、『
發
心
和
歌
集
』
以
前
に
み
え
る
中
國

の

字
を
「
漢
字
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
ま
ち
が
い
と
は
言
え
な
く
と
も
、
ふ
さ
わ

し
い
と
は
言
え
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
當
時
、
そ
の

字
を
漢
字
と
稱
し

て
い
た
と
い
う
確
證
が
な
い
か
ら
で
あ
る）

3
（

。

一
、「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
の
定
義）

4
（

ご
く
簡
單
な
中
國
語
辭
典
、た
と
え
ば
『
汉
语
學
习
词
典
（
漢
語
學
習
詞
典）

5
（

）』

で
、「
汉
字
（「
汉
」
は
「
漢
」
の
簡
體
字
）」
を
引
く
と
「
漢
字
」
と
出
て
く
る
。

逆
に
こ
れ
ま
た
簡
單
な
『
日
中
辭
典）

6
（

』
で
「
漢
字
」
を
引
く
と
「
汉
字H

ànzì

」

と
出
て
く
る
。
例
に
あ
げ
た
辭
典
以
外
も
似
た
り
よ
っ
た
り
で
何
だ
か
バ
カ
に
さ

れ
た
よ
う
な
氣
に
な
る
が
、
實
用
レ
ベ
ル
で
は
、
こ
れ
で
十
分
で
あ
り
、
何
の
支

障
も
な
い
。「
漢
字
」
や
「
汉
字
」
を
辭
書
で
ひ
く
の
は
、
簡
體
字
や
ピ
ン
イ
ン

を
確
か
め
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
漢
字
」
と
い
う
語
の
意
味
そ
の

も
の
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
、
中
國
人
と
も
に
熟
知
し
て
お
り
、
と
く
に
何
の
說

明
も
い
ら
な
い
、
と
考
え
る
人
が
大
半
で
あ
ろ
う
。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
本
當
に
誰
も
が
「
漢
字
」
と
い
う
言
葉
を
熟
知
し
て
い

「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

―
日
本
の
『
發
心
和
歌
集
』
が

獻
上
、
最
古
の
使
用
例
で
は
な
い
か

―

大
形

徹
・
陳

建
明
・
橫
大
路
綾
子



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

四

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
い
つ
生
ま
れ
た
の
か
。
こ
の

簡
單
な
問
い
に
對
し
て
正
確
な
答
え
を
卽
答
で
き
た
中
國
學
の
硏
究
者
は
い
な

か
っ
た
。
耻
ず
か
し
な
が
ら
私
た
ち
（
大
形
・
陳
・
橫
大
路
）
自
身
も
自
問
自
答

し
た
と
き
に
正
し
く
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
漢
」
は
本
來
、
王
朝
名
で
あ
る
た
め
、
簡
單
に
い
え
ば
、「
漢
」
王
朝
が
成
立

す
る
以
前
に
は
「
漢
字
」
と
い
う
言
葉
は
存
在
す
る
は
ず
が
な
い
。
け
れ
ど
も
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
「
漢
字
」
の
「
漢
」
を
狹
義
に
と
ら
え
て
、「
漢
の
時
代
の

字
」

か
と
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
狹
い
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
、
ほ
と
ん
ど
な

い
。「

漢
字
」
に
關
す
る
定
義
を
日
本
の
國
語
辭
典
の
『
廣
辭
苑
』
で
み
て
み
よ
う
。

古
代
中
國
で
作
ら
れ
た
、
漢
語
2
（
漢
民
族
の
言
語
。
中
國
語
）
を
表
記
す

る

字
體
系
。
現
在
は
中
國
・
日
本
・
朝
鮮
で
使
用
。
象
形
・
指
示
か
ら
發

逹
し
た
表
意

字
で
、
表
音
的
に
も
用
い
る
。
紀
元
前
十
數
世
紀
の
殷
の
時

代
に
す
で
に
用
い
ら
れ
た
。
篆
書
・
隸
書
・
楷
書
・
草
書
等
の
書
體
が
あ
る
。

日
本
で
は
、
一
般
に
、「
峠
」「
榊
」「
辻
」
等
の
、
い
わ
ゆ
る
國
字
を
含
め

て
漢
字
と
稱
す
る
。
眞
名）

7
（

。

と
み
え
る
。

こ
こ
で
は
「
漢
民
族
の
言
語
、
中
國
語
を
表
記
す
る

字
體
系
」
と
み
な
さ
れ

て
い
る
。「
漢
字
」
の
「
漢
」
は
あ
る
特
定
の
時
代
の
王
朝
を
さ
す
の
で
は
な
く
、

中
國
の
人
口
の
多
數
を
し
め
る
民
族
で
あ
る
「
漢
民
族
」
を
さ
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
そ
し
て
漢
民
族
の
使
う
言
葉
を
中
國
語
と
呼
び
、
そ
れ
を
表
記
す
る

字

を
「
漢
字
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
日
本
で
作
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
「
國
字
」
を
も
「
漢
字
」
と
稱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
漢
字
」
と
い
う
語
の
中
國
で
の
初
出
例
は
、あ
と
で
考
察
す
る
よ
う
に
「
遼
」

あ
た
り
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
關
連
す
る

語
彙
、
漢
語
、
漢
土
、
漢
皇
、
漢
族
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

漢
語

「
漢
語
」
は
劉
宋
、
劉
義
慶
（
四
〇
三
―
四
四
四
）『
世
說
新
語
』
言
語
に
、

高
坐
道
人
不
作
漢
語
。
或
問
此
意
。
簡

曰
、以
簡
應
對
之
煩（
髙
坐
道
人
、

漢
語
を
作
さ
ず
。
或
る
も
の
此
の
意
を
問
う
。
簡

曰
く
、
以
て
應
對
の
煩

を
簡は
ぶ

く
、
と
）。

と
み
え
る
。

こ
こ
が
「
漢
語
」
の
初
出
例
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
、「
中
國
語
」
を
意
味
し

て
い
る
。
簡

は
東
晉
の
第
八
代
皇
帝
、
司
馬
昱
（
三
二
〇
―
三
七
二

在
位

三
七
一
―
三
七
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。
劉
孝
標
（
四
六
二
―
五
二
一
）
の
注
に
引

く
『
高
坐
別
傳
』
に
は
、
高
坐
道
人
に
つ
い
て
「
胡
名
、
尸
黎
蜜
、
西
域
人
」
と

さ
れ
、
晉
の
永
嘉
中
（
三
〇
七
―
三
一
三
）
に
中
國
に
や
っ
て
き
た
胡
人
で
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
こ
で
は
「
不
學
晉
語
（
晉
語
を
學
ば
ず
）」

と
あ
る
。
こ
の
話
の
當
時
の
中
國
は
晉
で
あ
っ
た
た
め
、『
世
說
新
語
』の「
漢
語
」

も
本
來
、「
晉
語
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

原
田
種
成
氏
は
、
梁
の
詩
人
、
庾
信）

8
（

（
五
一
三
―
五
八
一
）
の
「
奉
和
法
筵
應
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詔
詩
」
を
「
漢
語
」
の
初
出
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

佛
影
胡
人
記
、
經

漢
語
翻
（
佛
影
胡
人
記
し
、
經

漢
語
に
翻
す
）

と
み
え
る）

9
（

。

こ
こ
で
は
「
胡
人
」
と
「
漢
語
」
が
對
照
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
漢

語
」
も
「
中
國
語
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

民
族
が
異
な
れ
ば
、
異
な
る
言
葉
を
話
す
。
そ
の
た
め
、
異
な
る
民
族
が
接
觸

し
た
場
合
に
、
中
國
の
言
葉
の
意
味
で
「
漢
語
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た

だ
、
現
在
、
い
わ
ゆ
る
「
中
國
語
」
を
「
漢
語
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
話
し
言
葉
以

外
の
意
味
を
も
含
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
の
例
の
「
漢
語
」
は
、
經
典
が

漢
字
で
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
だ
。

白
居
易
の
「
漢
皇
」「
漢
土
」

唐
代
に
は
「
漢
」
だ
け
で
中
國
の
意
味
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
定
著
し
て
い

る
。
白
居
易
（
七
七
二
―
八
四
六
）
の
長
恨
歌
の
中
に
み
え
る
「
漢
皇）
10
（

」
は
「
漢
」

と
し
な
が
ら
も
「
唐
の
玄
宗
」
を
さ
し
て
い
る
。「
唐
」
と
比
肩
す
る
王
朝
と
し

て
は
前
後
あ
わ
せ
て
四
百
年
近
く
續
い
た
「
漢
」
以
外
に
は
な
く
、「
漢
」
は
中

國
を
代
表
す
る
王
朝
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。同
じ
く
白
樂
天
の「
縛
戎
人
」

に
み
え
る
「
漢
土
」
に
つ
い
て
も
、白
川
靜
は
「
中
國
の
本
土）
11
（

」
と
解
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
唐
代
の
詩
人
に
と
っ
て
、「
漢
」
と
表
現
し
て
も
、
そ
れ
は
唐
で
あ
っ

た
り
、
中
國
で
あ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
唐
代
の
用
例
を
み
る
と
漢
字
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る
ま
で
、
あ

と
一
步
の
よ
う
な
氣
が
す
る
。

鮮
卑
系
の
王
朝
と

字

け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
唐
と
い
う
國
家
の

出
自
と
、
そ
の

字
に
つ
い
て
で
あ
る
。
唐
の
高
祖
、
李
淵
（
在
位
六
一
八
―

六
二
六
）
は
北
朝
の
武
將
、
李
虎
の
孫
だ
が
、
鮮
卑
系
と
さ
れ
て
い
る
。
鮮
卑
は

中
國
の
東
北
部
一
帶
と
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
い
た
牧
畜
狩
獵
民
族
と
さ
れ
る
。
人
種

に
つ
い
て
は
、
チ
ュ
ル
ク
系
、
モ
ン
ゴ
ル
系
、
モ
ン
ゴ
ル
と
ツ
ン
グ
ー
ス
の
混
血

と
い
う
說
が
あ
る）
12
（

。
鮮
卑
系
の
王
朝
と
さ
れ
る
も
の
は
、
五
胡
十
六
國
の
う
ち
、

前
燕
、
後
燕
、
南
燕
、
西
秦
、
北
魏
が
、
そ
う
で
あ
り
、
唐
も
そ
う
だ
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
鮮
卑
は
三
世
紀
中
頃
に
「
中
國

化
を
採
用
し
て
華
北
へ
移
住
し
た）
13
（

」

と
さ
れ
て
い
る
。
本
來
、

字
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
中
國

化
を
採
用
し
た

た
め
、
獨
自
の

字
を
作
る
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
の
ち
に
述
べ
る
よ

う
に
「
漢
字
」
と
い
う
名
稱
は
他
の
國
や
民
族
の

字
と
相
對
化
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
。
も
し
漢
字
以
外
に

字
が
使
わ
れ
て
い
な
い
な
ら
、
こ

と
さ
ら
に
「
漢
の

字
」、
つ
ま
り
「
漢
字
」
と
呼
ん
で
區
別
す
る
必
要
は
な
い

の
で
あ
る
。
唐
代
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
時
代
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

唐
代
に
は
イ
ン
ド
の
佛
典
が
將
來
さ
れ
、
そ
の

字
で
あ
る
「
梵
字
」
は
中
國

の

字
と
は
異
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。「
梵
字
」
と
い
う
語
は
、
唐
、
段
成

式
（
八
〇
三
―
八
六
三
）
の
『
酉
陽
雜
俎
』
に
み
え
る
。
そ
の
た
め
、
梵
字
と
相

對
化
し
た「
漢
字
」に
類
す
る
呼
び
名
が
あ
っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、

確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

六

漢
字
の
初
出
例
と

丹

字

前
述
の
よ
う
に
、
中
國
に
お
け
る
「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
の
初
出
例
は
「
遼
」

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
原
田
氏
に
よ
る
と
『
遼
史
』
皇
子
表
の
統
和
元
年
（
西
曆

九
八
三
年
）
の
記
事
と
さ
れ
て
い
る）
14
（

が
、じ
つ
は
、そ
れ
よ
り
も
前
の
例
が
あ
る
。

「
遼
」
の
太
祖
〔
在
位
九
一
六
―
九
二
六
〕
下
、〔
天
贊
〕
三
年
（
九
二
四
）
の

九
月
…
に
、

甲
子
、
詔
し
て
闢
遏
可
汗
の
故
碑
を
礱と

ぎ
、

丹
、
突
厥
、
漢
の
字
を
以
て
、

其
の
功
を
紀
さ
し
む

と
あ
る
。

「
遼
」
の
國
號
は
九
四
七
年
に
定
め
ら
れ
る
た
め
、正
確
に
は
、そ
れ
以
前
の
「
大

丹
國
」
の
時
の
話
と
な
る
。
大
元
帥
堯
骨
（
後
の
遼
の
太
宗
、
耶
律
堯
骨
）
の

遠
征
中
の
話
だ
が
、
古
い
石
碑
を
磨
い
て
、
そ
こ
に

丹

字
・
突
厥

字
、
漢

字
で
功
績
を
記
さ
せ
た
と
あ
る
。
こ
こ
で

丹

字
だ
け
で
な
く
、
突
厥

字
と

漢
字
を
併
記
し
て
い
る
の
は
、

丹

字
の
歷
史
が
淺
く
、
そ
れ
を
讀
ん
で
理
解

で
き
る
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

丹

字
は
、（
太
祖
耶
律
阿
保
機
の
）（
神
册
）
五
年
（
九
二
〇
）
春
正
月
乙

丑
に
、始

製

丹
大
字
（
始
め
て

丹
大
字
を
製
す
）（『
遼
史
』）

と
み
え
る
。

こ
の

丹
大
字
は
漢
字
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
こ
の
石
碑
の
記
事
の
四
年
前
に

は
じ
め
て
作
ら
れ
て
い
る
。
な
お

丹
大
字
以
外
に

丹
小
字
も
あ
る）
15
（

。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、『
遼
史
』卷
六
十
四
、表
第
二
皇
子
表
、迭
剌
、字
雲
獨
昆
に
、

太
祖
曰
く
、
迭
剌
の
智
、
卒
然
と
し
て
功
を
圖
る
は
、
吾
の
及
ば
ざ
る
所
。

緩
や
か
に
以
て
事
を
謀
る
は
、
我
に
如
か
ず
、
と
。
回
鶻
の
使
至
り
、
能
く

其
の
語
に
通
ず
る
者
無
し
、
太
后
、
太
祖
に
謂
い
て
曰
わ
く
、
迭
剌
聰
敏
、

使
す
可
し
。
之
れ
を
む
か

え
し
む
。
相
從
う
こ
と
二
旬
、
能
く
其
の
言
と
書
と

を
習
い
、
因
り
て

丹
小
字
を
制
す
、
數
少
な
く
し
て
該
貫
す）
16
（

。

と
み
え
る
。

こ
れ
を
み
る
と
、

丹
小
字
は
回
鶻
の

字
を
參
考
に
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
の
制
作
年
代
の
正
確
な
と
こ
ろ
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

字
は
必
ず
し
も
自
然
發
生
的
に
生
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
周
邊
の

民
族
に
す
で
に

字
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
借
用
す
る
か
、
そ
れ
を
念
頭
に
お

い
た
上
で
、
よ
く
似
た
、
あ
る
い
は
全
く
異
な
っ
た
新
た
な

字
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
國
が
そ
れ
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
簡
單
に
い
え
ば
、
國

と
し
て
成
り
立
つ
條
件
と
し
て
、も
し
、そ
の
國
の
天
子
が
漢
民
族
で
な
け
れ
ば
、

ふ
だ
ん
話
し
て
い
る
言
葉
は
、
そ
の
民
族
の
言
葉
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
言
葉
に

對
應
す
る
漢
民
族
の

字
で
な
い

字
を
作
ら
ね
ば
示
し
が
つ
か
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
原
田
氏
が
初
出
と
し
て
紹
介
す
る
『
遼
史
』
皇
子
表
の
記
事
を
、
そ
の
前

の
部
分
も
含
め
て
と
り
あ
げ
る
。
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七

只
沒
、
字
和
魯
菫
。
…
…
敏
給
好
學
、
通

丹
、
漢
字
、
能
詩
。（
只
沒
、

字
は
和
魯
菫
。
…
…
敏
給
に
し
て
學
を
好
み
、

丹
、
漢
字
に
通
じ
、
詩
を

能
く
す
）。

と
み
え
る
。

只
沒
に
は
、
校
勘
が
あ
り
、「
按
紀
統
和
元
年
正
月
作
先
帝
庶
兄
質
睦
」
と
み

え
る
。
統
和
元
年
は
西
曆
九
八
三
年
に
あ
た
る
。
こ
こ
の「

丹
、漢
字
に
通
じ
」

は
、「

丹
の

字
や
漢
字
に
通
じ
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「

丹
の

字
」
と

相
對
化
し
て
「
漢
字
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

後
出
の
表
に
原

を
記
し
た
が
、『
遼
史
』
に
「
漢
字
」
は
、
さ
ら
に
三
箇
所

み
え
る
。「
遼
・
漢
の
字
に
通
じ
、
騎
射
を
善
く
す
（
卷
三
十
一
、
耶
律
逹
實
）」、

「
遼
・
漢
の
字
を
識
り
、
天

相
法
に
通
ず
。（
卷
八
十
二
、
蕭
揚
阿
）」、「
又
た

漢
字
を
以
て
書
す
る
者
を
耶
律
、蕭
と
曰
い
、
丹
字
を
以
て
書
す
る
者
を
移
剌
、

石
抹
と
曰
う
と
言
う
有
ら
ば
、則
ち
亦
た
考
す
可
き
無
し（
卷
百
十
六
、國
語
解
）」

と
み
え
る
。

こ
こ
で
は
、「

丹
・
漢
字
」
だ
け
で
な
く
、「
遼
・
漢
字
」
と
い
う
言
い
方
も

み
え
る
が
、
丹
か
ら
遼
に
、ま
た
遼
か
ら

丹
へ
と
國
號
を
變
え
て
い
る
の
で
、

內
容
的
に
は
、
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

原
田
氏
は
、
他
に
「
金
」、「
元
」
の
例
も
あ
げ
る
た
め
、
後
出
の
表
に
は
、
そ

れ
ら
も
含
め
た
例
を
列
擧
し
て
お
い
た
。
以
下
、
そ
れ
ら
を
槪
括
す
る
と
、「
女

直
」、「
回
回
」、「
蒙
古
」
な
ど
の
「

字
」
と
相
對
化
し
た
形
で
「
漢
字
」
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

漢
人
楷
字

「
金
」
に
は
「
女
直

字
（
大
字
と
小
字
）」
が
作
ら
れ
た
。
參
考
に
さ
れ
た
の

が
、
漢
字
と

丹

字
で
あ
る
。

金
人
初
め

字
無
し
、
國
勢
日
び
に
強
く
、
鄰
國
と
交
好
す
る
に
、
廼
ち

丹
字
を
用
う
。
太
祖
（
完
顏
阿
骨
打
）
希
尹
（
完
顏
希
尹
）
に
命
じ
て
國
に

本
づ
く
の
字
を
撰
し
、
制
度
を
備
え
し
む
。
希
尹
乃
ち
漢
人
楷
字
に
依
り
倣

い
、

丹
字
の
制
度
に
因
り
、
國
に
本
づ
く
の
語
を
合
わ
せ
、
女
直
字
を
製

す
。
天
輔
三
年
（
一
一
一
九
）
八
月
、
字
書
成
り
、
太
祖
大
い
に
悅
ぶ
、
命

じ
て
之
れ
を
頒
行
せ
し
む
。
希
尹
に
馬
一
匹
、
衣
一
襲
を
賜
わ
る
。
其
の
後

ち
熙
宗
も
亦
た
女
直
字
を
製
し
、
希
尹
の
製
せ
し
所
の
字
と
俱
に
行
い
用
い

ら
る
。
希
尹
の
撰
す
る
所
、之
れ
を
女
直
大
字
と
謂
い
、熙
宗
の
撰
す
る
所
、

之
れ
を
女
直
小
字
と
謂
う
。（『
金
史
』
卷
七
十
三

完
顏
希
尹
）（
原

は

後
述
の
表
を
參
照
）

「
金
」
は
鄰
の
國
と
好
を
通
じ
る
際
に
、「

丹
」
の

字
を
使
用
し
て
い
た
。

他
國
の

字
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の

字
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
耻
ず
か
し
い
た

め
、
自
國
の

字
を
作
ろ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
「
國
に
本
づ
く

字
（
本
國
字
＝

「
金
」
獨
自
の

字
）」
を
撰
し
、
制
度
を
備
え
さ
せ
た
。
そ
の
と
き
に
參
考
に

さ
れ
た
の
が
、「
漢
人
楷
字
」
で
あ
る
。「
漢
人
」
の
「
楷
字
」
と
は
楷
書
で
あ
ろ

う
が
、
こ
こ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
「
漢
字
」
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
參
考
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
。「
漢
人
楷
字
」
と
い
う
語
か
ら
、
參
考
に
さ
れ
た
の
は
行
書

や
草
書
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
、「
漢
字
」
の
イ
メ
ー
ジ
と



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

八

し
て
楷
書
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
本
國
字
」
を
日
本
の
「
國
字
」
と
比
べ
て
み
る
と
興
味
深
い
。
日
本
の
「
國

字
」
の
多
く
は
自
然
發
生
的
に
生
ま
れ
た
も
の
の
よ
う
で
、
國
が
關
與
し
て
作
ら

せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
出
來
上
が
っ
た
も
の
が
體
系
的
に
統
一
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
漢
字
に
と
っ
て
か
わ
ら
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
も

な
い
。
要
す
る
に
、
そ
こ
に
國
家
的
な
意
志
が
な
け
れ
ば
、「
制
度
」
と
呼
び
う

る
體
系
的
な
も
の
は
で
き
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
錢
貨
の
場
合
と
よ
く
似
て
い
る
。「
凉
造
新
泉
」「
大
夏
眞
興
」「
高
昌

吉
利
」
な
ど
の
錢

は
、
中
國
周
邊
の
弱
小
國
が
、
そ
れ
ま
で
の
他
國
の
貨
幣
の

使
用
に
か
わ
り
、自
國
の
貨
幣
を
作
っ
た
と
み
な
し
う
る
。「
凉
」「
夏
」「
高
昌
」

は
國
名
で
、「
眞
興
」
は
年
號
で
あ
る
が
、「
凉
の
作
り
し
新
泉
（
＝
錢
）」「
大
夏

眞
に
興
る
」「
高
昌
に
吉
利
あ
れ
」
な
ど
と
國
名
を
周
知
さ
せ
、
時
に
年
號
を
も

織
り
込
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る）
17
（

。
そ
の
角
度
か
ら
み
れ
ば
、日
本
の「
富
本
錢
」

は
「
富
﹇
七
曜
の
記
號
＝
日
・
月
・
木
・
火
・
土
・
金
・
水
﹈
本
」
で
「
日
の
本

を
富
ま
す
」
と
、「
和
同
開
珎
」
は
「
和
同
（
和
銅
年
閒
）
に
開
き
し
珎
（
寳
）」

と
「
和
（
＝
倭
）
の
開
き
し
同
珎
（
＝
銅
寳
）（
＝
通
寳
）」
の
兩
樣
に
訓
み
う
る
。

こ
れ
は
「
富
（
日
）
本
」「
和

≒

倭
」
と
い
う
國
の
名
と
「
和
同

≒

和
銅
」
と
い

う
年
號
を
織
り
込
み
、
自
國
の
名
を
ア
ピ
ー
ル
さ
せ
た
も
の
と
解
し
う
る
。
日
本

は
、
錢
貨
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、

字
に
つ
い
て
は
獨
自
の
も
の
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
意
識
が
乏
し
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

「
遼
」（
九
一
六
―
一
一
二
五
）
は

丹

字
で
、「
西
夏
」（
一
〇
三
八
―

一
二
二
七
）
は
西
夏

字
で
貨
幣
を
作
っ
て
い
る
。

字
・
錢
貨
の
兩
方
で
自
分

た
ち
の
國
の
獨
立
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
る）
18
（

。

辭
典
の
「
漢
字
」
と
い
う
項
目

原
田
氏
は
『
大
漢
和
辭
典
』
の
原
稿
作
成
に
攜
わ
っ
た
經
驗
を
ふ
ま
え
て
、『
大

漢
和
辭
典
』
が
「
漢
字
」
の
典
據
と
し
て
、「〔
元
史
、
兵
志
〕
造
蒙
古
、
回
回
、

漢
字

册
以
聞
、
其
總
數
蓋
不
可
知
也
」
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
關
し
て
、
興
味

深
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。『
大
漢
和
辭
典
』は
出
典
・
引
用
例
を
插
求
す
る
の
に
、

『
佩

韻
府
』
と
『
騈
字
類
編
』
を
使
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
當
時
は
『
佩

韻
府
』
は
韻
で
引
か
ね
ば
な
ら
ず
、
か
な
り
面
倒
な
た
め
、『
騈
字
類
編
』
に
熟

語
が
あ
れ
ば
『
佩

韻
府
』
は
省
略
さ
れ
た
。
原
田
氏
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
借
り

れ
ば
、「『
騈
字
類
編
』
に
字
の
あ
る
熟
語
は
そ
れ
だ
け
を
利
用
し
、
そ
の
上
さ
ら

に
檢
出
に
手
數
の
か
か
る
「
佩

韻
府
」
ま
で
も
調
べ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
騈
字
類
編
』
に
は
『
元
史
』
兵
志
だ
け
が
擧
げ
ら
れ
、『
佩

韻
府
』
に
は
『
遼
史
』
皇
子
表
と
『
金
史
』
章
宗
紀
が
使
わ
れ
て
い
た
。『
大

漢
和
辭
典
』
に
『
元
史
』
だ
け
が
引
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
う
い
う
理
由
だ
と
い

う
。『
遼
史
』『
金
史
』
の
方
が
『
元
史
』
よ
り
も
古
い
資
料
で
あ
る
。
初
出
例
を

擧
げ
る
な
ら
ば
當
然
、『
遼
史
』
を
擇
ぶ
べ
き
で
あ
っ
た
の
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ

た
理
由
が
意
外
な
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
檢
索
ツ
ー
ル
は
數
多
く
あ
る
た
め
、
大
量
の
書
物
か
ら
求
め
る

字
列

を
一
瞬
で
搜
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
便
利
な
も
の
が

な
か
っ
た
時
代
は
、
そ
れ
ま
で
の
成
果
、
つ
ま
り
は
辭
書
の
類
を
簡
便
に
利
用
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
簡
單
に
い
え
ば
、
辭
書
を
み
て
辭
書
を
作
っ
て
い
た

の
で
あ
っ
た
。
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原
田
氏
は
、『
大
漢
和
辭
典
』
の
「〔
元
史
、
兵
志
〕
造
蒙
古
、
回
回
、
漢
字

册
以
聞
、
其
總
數
蓋
不
可
知
也
」
と
い
う
典
據
の
擧
げ
方
に
も
問
題
が
あ
る
と
い

う
。「
元
の
世
祖
（
フ
ビ
ラ
イ
）
の
中
統
四
年
（
一
二
六
三
年
）
に
蒙
古
・
回
回
・

漢
字
の

册
を
造
っ
て
馬
の
數
を
奏
上
し
た
こ
と
を
記
し
た

で
あ
る
か
ら
、「
其

總
數
」
と
は
馬
の
數
で
あ
り
、漢
字
の
數
と
速
斷
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。

後
出
の
表
に
揭
げ
た
よ
う
に
、
そ
の
前
の
部
分
に
「
產
駒
」
の
語
が
あ
り
、
原
田

氏
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。け
れ
ど
も
、大
漢
和
辭
典
が
切
り
取
っ
た
部
分
は
、

馬
に
關
す
る

字
が
一
つ
も
あ
ら
わ
れ
な
い
た
め
、
知
識
が
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の

部
分
だ
け
で
正
確
に
內
容
を
讀
み
取
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
い
え
る
。こ
れ
は『
騈

字
類
編
』
か
ら
得
た

例
を
吟
味
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
結
果
で

あ
ろ
う
。
『
大
漢
和
辭
典
』
の
內
容
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
よ
う
な
言
い
方
と

な
っ
た
が
、
じ
つ
は
『
大
漢
和
辭
典
』
は
他
の
多
く
の
辭
書
よ
り
も
、
か
な
り
優

秀
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
後
出
の
表
に
列
擧
す
る
よ
う
に
、「
漢
字
」
と
い
う
語

の
典
據
は
『
辭
海
』『
漢
語
大
詞
典
』
等
々
、
中
國
の
錚
々
た
る
辭
典
に
は
載
っ

て
お
ら
ず
、
日
本
の
『
新
字
源
』
な
ど
の
小
さ
な
漢
和
辭
典
に
も
載
っ
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。

『
辭
海
』
と
『
漢
語
大
詞
典
』

こ
こ
で
は
『
辭
海
』
の
例
を
取
り
あ
げ
よ
う
。

『
辭
海
』（
合
訂
本
）
の
「
漢
字
」
に
は
、

謂
中
國
固
有
之

字
也
。

と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

『
辭
海
』
は
出
典
を
記
さ
な
い
辭
書
で
は
な
い
。
他
の
部
分
に
は
、『
周
禮
』
や

『
禮
記
』
と
い
っ
た
出
典
を
記
し
て
い
る
。

同
じ
く
『
辭
海
』
の
一
九
七
九
年
版
に
は
、

漢
語
的
記
錄
符
號
。世
界
上
最
古
老
的

字
之
一
、已
有
六
千
多
年
的
歷
史
。

現
存
最
古
可
識
的
三
千
多
年
前
殷
商
的
甲
骨

和
稍
後
的
金

。
現
用
漢
字

是
從
甲
骨

、
金

演
變
而
來
的
。
在
形
體
上
逐
漸
由
圖
形
變
爲
筆
畫
、
象

形
變
爲
象
徵
、
複
雜
變
爲
簡
單
；
在
造
字
原
則
上
從
表
形
、
表
意
到
形
聲
。

一
個
字
一
個
音
節
、
絕
大
多
數
是
形
聲
字
。
現
代
漢
字
已
實
現
部
分
簡
化
、

更
具
使
用
價
值
。
收
在
《
康
熙
字
典
》
裏
的
漢
字
有
四
萬
多
、
收
在
《
漢
語

大
字
典
》
裏
的
有
七
萬
六
千
左
右
、
通
用
的
大
約
有
五
千
到
八
千
。
在
中
國

悠
久
的

化
歷
史
中
積
有
大
量
的
漢

典
籍
。
是
中
國
各
民
族
和
國
際
社
會

通
用
的
正
式

字
之
一
。

と
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
版
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
俄
然
、
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
「
漢
字
」
と
い
う
語
の

初
出
例
は
ど
こ
に
も
示
さ
れ
な
い
。
甲
骨

や
金

か
ら
變
化
し
て
き
た
と
さ

れ
、
あ
と
は
造
字
の
原
則
等
々
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
說
明
は
ま
ち

が
い
と
は
い
え
な
い
が
、
何
か
判
然
と
し
な
い
。

不
可
解
な
の
は
『
漢
語
大
詞
典
』（
後
出
の
表
を
參
照
）
で
あ
る
。
上
記
の
『
辭

海
』
に
點
線
で
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
い
た
部
分
が
、そ
っ
く
り
、そ
の
ま
ま
『
漢

語
大
詞
典
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
國
古
代
の

獻
は
、
あ
え
て
內



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

一
〇

容
を
改
變
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
引
き
寫
す
こ
と
が
多
い
。
當
時
は
、
み
だ
り
に
改
變

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
識
が
根
底
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
現
在

で
は
、
そ
の
行
爲
は
剽
竊
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

「
漢
字
」
の
現
代
的
意
味

『
現
代
漢
語
詞
典）
19
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』
は
日
本
の
『
廣
辭
苑
』
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
簡
便
な
辭
書

で
あ
る
。
そ
の
「
漢
字
」
に
は
、「
記
錄
漢
語
的

字
（
漢
語
を
記
錄
す
る

字
）」

と
あ
る
。「
漢
語
」
を
見
れ
ば
、「
漢
族
的
語
言
（
漢
族
の
言
語
）」
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で「
漢
族
」を
見
れ
ば
、「
我
國
で
人
數
が
最
多
の
民
族
、全
國
各
地
に
分
布（
我

國
人
數
最
多
的
民
族
、分
布
在
全
國
各
地
）」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
辭
書
は
「
分

析
意
義
以
現
代
漢
語
爲
標
準
、
不
詳
列
古
義
（
意
味
の
分
析
は
現
代
漢
語
を
標
準

と
し
、
古
義
を
詳
し
く
列
擧
し
な
い）
20
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）」
こ
と
を
標
榜
し
、
古
典
の
典
據
は
詳
し

く
示
さ
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
歷
史
的
な
經
緯
は
わ
か
ら
な
い
が
、
現
代
の
用
法

そ
の
も
の
は
明
確
に
わ
か
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

日
本
で
通
常
、「
中
國
語
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
を
中
國
で
は
「
漢
語
」
と
い

う
。
さ
き
に
み
た
「
漢
族
的
語
言
（
漢
族
の
言
語
）」
で
あ
る
。
現
在
、
中
國
に

は
五
六
の
民
族
が
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
「
漢
族
」
で
あ
り
、
そ
の
言
語
を

「
漢
語
」
と
い
う
。「
漢
族
」
の
名
稱
が
、い
つ
か
ら
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
『
現

代
漢
語
詞
典
』
で
は
わ
か
ら
な
い
。
言
葉
の
意
味
を
嚴
密
に
考
え
れ
ば
「
漢
」
と

い
う
王
朝
以
前
に
は
「
漢
族
」
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、殷
や
周
に
は
「
漢
族
」

は
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る）
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。「
華
夏
」が
、そ
れ
に
相
當
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
實
際
、「
漢
族
」と
い
う
呼
稱
は
古
い

獻
に
は
見
當
た
ら
ず
、『
大
漢
和
辭
典
』

（
後
出
の
表
）
に
は
說
明
の
み
で
、典
據
を
示
し
て
い
な
い
。『
漢
語
大
詞
典
』
に

は
、
說
明
と
と
も
に
毛
澤
東
の
言
葉
の
例
を
典
據
と
し
て
擧
げ
る
が
、
そ
れ
が
初

出
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。い
ず
れ
に
し
て
も
新
し
い
言
葉
の
よ
う
に
み
え
る
。

さ
き
に
み
た
「
漢
人
楷
字
」
と
い
う
語
は
、ほ
ぼ
、「
漢
字
」
と
同
義
語
に
な
る
。

「
漢
字
」
の
「
漢
」
は
「
漢
人
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
、「
字
」
は
「
楷
字
」

と
限
定
さ
れ
る
。「
漢
族
」
は
、
こ
の
「
漢
人
」
に
か
な
り
近
い
意
味
で
使
用
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
太
平
廣
記
』
悟
前
生
一
、
王
練
（
後
述
の
表
）
の
「
漢
人
」
も
「
胡
」
と
對

比
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
胡
」
は
イ
ン
ド
な
ど
の
外
國
を
さ
す
。

こ
こ
で
は
「
外
國
語
」
と
い
う
語
も
み
え
る
が
、
そ
れ
は
「
胡
」
の
語
で
あ
る
。

胡
は
外
國
だ
が
、
中
國
の
領
土
が
廣
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
國
內
に
居
住
す
る

「
胡
」
が
多
く
な
り
、
そ
れ
が
現
代
の
中
國
國
內
の
少
數
民
族
と
な
っ
て
い
る
。

現
代
の
中
國
で
少
數
民
族
を
胡
と
呼
ぶ
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、「
漢

字
」
や
「
漢
語
」
の
「
漢
」
の
中
に
は
、「
胡
」
に
對
比
し
て
の
「
漢
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
殘
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

白
川
靜
氏
の
『
字
通
』

白
川
靜
氏
の
『
字
通）
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』
に
も
「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
そ
の
も
の
は
採
用
さ
れ
て

い
な
い
。
た
だ
し
、「

字
」
の
と
こ
ろ
に
、

こ
と
ば
を
し
る
す
記
號
。
中
國
で
は
い
わ
ゆ
る
漢
字
。
漢
・
許
愼
〔
說

解

字
の
敍
〕
倉
頡
（
さ
う
け
つ
）
の
初
め
て
書
を
作
る
や
、
蓋
（
け
だ
）
し
類

に
依
り
形
に
象
る
。
故
に
之
れ
を

と
謂
ふ
。
其
の
後
形
聲
相
ひ
益
す
。
卽



立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
漢
字
學
硏
究

第
一
號

一
一

ち
之
れ
を
字
と
謂
ふ
。

と
あ
る
。

「

」
と
「
字
」
を
あ
わ
せ
て
「

字
」
と
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
漢
字
」

と
基
本
的
に
同
じ
と
い
う
言
い
方
で
あ
る
。そ
し
て「
中
國
で
は
い
わ
ゆ
る
漢
字
」

と
さ
れ
て
い
る
。「
い
わ
ゆ
る
漢
字
」
と
い
う
言
い
方
は
と
て
も
興
味
深
い
。

二
、
日
本
語
に
み
え
る
「
漢
字
」
と
い
う
熟
語

さ
て
日
本
の
例
は
微
妙
に
異
な
る
。
日
本
で
は
、『
古
事
談
』（
一
二
一
二
―

一
二
一
九
頃
成
立
）
や
『
徒
然
草
』（
一
三
三
〇
年
頃
）
な
ど
に
用
例
が
み
え
る
。

原
田
氏
は
中
國
で
使
用
さ
れ
て
い
た
「
漢
字
」
と
い
う
言
葉
が
そ
の
ま
ま
流
入
し

た
の
だ
ろ
う
と
み
て
い
る
。
日
本
で
も
遼
や
金
、
元
の
例
と
同
樣
に
、
日
本
の

字
、
あ
る
い
は
梵
字
な
ど
と
相
對
化
し
て
「
漢
字
」
と
呼
ん
で
い
る
。

ま
た
、
安
藤
隆
弘
氏
は
「
資
料
①
で
は
、「
漢
字
」
の
項
目
に
（
邦
）
の
記
號

を
付
し
、『
漢
語
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
日
本
語
に
は
（
邦
）
の
符
號
を
つ
け
加
え
て

こ
れ
を
區
別
し
た
』
の
註
が
あ
る
。
漢
字
の
外
に
（
邦
）
を
付
し
た
語
は
、漢
土
・

漢

・
漢
和
・
漢

學
等
で
あ
る
。
こ
れ
に
從
え
ば
、「
漢
字
」
と
は
、
日
本
人

が
付
し
た
名
稱
と
な
ろ
う
か
」
と
い
う）
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。
こ
こ
に
あ
げ
る
資
料
①
と
は
、
服
部
宇

之
吉
・
小
柳
司
氣
太
の
『
詳
解
漢
和
大
辭
典
』（
冨
山
房
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
み

る
と
、
服
部
は
、
漢
字
を
日
本
語
だ
と
認
識
し
お
り
、
安
藤
氏
は
、
そ
れ
を
追
認

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

漢
字

大
齋
院
選
子
內
親
王
（
九
六
四
―
一
〇
三
五
）『
發
心
和
歌
集
』
序
に
、

猶
梵
語
者
天
竺
之
詞
流
沙
遙
隔
。
漢
字
者
震
旦
之
跡
風
俗
各
殊
。

と
み
え
る
。

『
發
心
和
歌
集
』
は

弘
九
年
（
一
〇
一
二
）
八
月
の
成
立
で
あ
り
、そ
の
た
め
、

現
在
、
確
認
で
き
る
資
料
の
中
で
は
、
こ
れ
が
「
漢
字
」
の
初
出
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

次
に
古
い
も
の
と
し
て
、
源
顯
兼
『
古
事
談
』
卷
第
六
「
亭
宅
諸
道
」
四
〇
維

時
書
花
名
事
に
、

主
上
召
維
時
〈
略
〉
被
仰
『
云
』
可
用
漢
字
之
由

と
み
え
る
。

そ
の
前
段
階
の
部
分
も
含
め
て
、
書
き
下
し

に
す
れ
ば
、「
維
時
、
之
れ
を

聞
き
て
云
は
く
、『
若
し
實
字
を
書
か
ば
、
誰
人
か
之
れ
を
讀
ま
む
や
』
と
云
々
。

後
日
、
主
上
、
維
時
を
召
し
て
花
の
目
錄
を
書
か
し
め
て
、
之
れ
を
御
覽
じ
て
、

漢
字
を
用
ゐ
る
べ
き
の
由
を
仰
せ
ら
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
古
事
談
』
は
、建
曆
二
年
か
ら
建
保
三
年
の
閒
（
一
二
一
二
―
一
二
一
五
頃
）

と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
古
事
談
』
の
注
釋）
24
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に
、
本

に
み
え
る
「
實
字
」
と

う
語
に
つ
い
て
、「
漢
字
。『
假
名
』
に
對
し
て
い
う
。
眞
名
」
と
み
え
る
。
あ
ま

り
一
般
的
で
な
い
用
例
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
も
い
た
の
だ
ろ
う
。



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

一
二

漢
字
の
經

慶
政
の
『
閑
居
友）
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』（
承
久
四
年
﹇
一
二
二
二
﹈
頃
）
上
に
、

か
の
唐
土
の
道
希
法
師
ノ
…（
中
略
）…
身
ま
か
り
に
け
る
と
お
ぼ
し
く
て
、

漢
字
ノ
經
ば
か
り
遺
り
て
侍
け
る
は
…
（
中
略
）
…
こ
の
事
、
遊
心
集
に
形

ば
か
り
載
せ
侍
し
に
や

と
み
え
る
。

『
撰
集
抄
』（
建
長
二
年
﹇
一
二
五
〇
﹈
頃
）
卷
九
の
道
希
法
師
事
に
は
、

以
往
、『
高
僧
傳
』
を
見
侍
り
し
に
…
（
中
略
）
…
道
希
の
身
ま
か
り
て
、

漢
字
の
經
ば
か
り
殘
り
け
る
を
見
侍
り
け
る
に
、
そ
ゞ
ろ
に
悲
く
覺
て
、
泣

く
な
く
漢
字
の
經
を
取
て
、
も
ろ
こ
し
に
渡
し
侍
り
け
り
。
…
（
中
略
）
…

此
こ
と
、『
遊
心
集
』
に
も
か
た
ば
か
り
載
て
侍
り
き

と
あ
る
。

道
希
法
師
の
話
は
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
傳）
26
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』
卷
上
、
大
乘
燈
禪
師
に
み
え
る

も
の
が
典
據
で
、
そ
こ
で
は
「
漢
本
」
と
な
っ
て
い
る
。

大
乘
燈
禪
師
…
過
道
希
師
所
住
舊
房
、當
于
時
也
、其
人
已
亡
。
漢
本
尙
存
、

梵
夾
猶
列
、
覩
之
潛
然
流
涕
而
歎
。

（
大
乘
燈
禪
師
…
道
希
師
の
住
み
し
所
の
舊
房
を
過よ

ぎ
る
に
、
時
に
當
た
り

て
其
の
人
已
に
亡
き
も
、
漢
本
尙
ほ
存
し
梵
夾
猶
ほ
列
す
。
之
れ
を
覩
る
に

潛
然
と
し
て
流
涕
し
て
歎
ず
。）

道
希
法
師
の
居
住
し
て
い
た
舊
房
は
イ
ン
ド
の
菴
摩
羅
跋
國）
27
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に
あ
り
、
中
國
で

は
な
い
。
そ
こ
で
は
「
漢
」
と
「
梵
」
が
對
比
さ
れ
て
お
り
、「
漢
本
尙
存
、
梵

夾
猶
列
」
は
互

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
「
梵
」
と
對
比
さ
せ

る
か
ら
こ
そ
、「
漢
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
閑
居
友
』
お
よ
び
『
撰
集
抄
』
に
は
、「
梵
」
と
い
う
語
が
出
て
こ
な
い
た
め
、

「
漢
」
は
何
に
對
し
て
の
「
漢
」
な
の
か
、
わ
か
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。

『
遊
心
集
』
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
傳
』
な

ど
を
元
に
し
た
佛
敎
說
話
集
で
あ
ろ
う
。『
撰
集
抄
』
の
說
話
は
、「
源
泉
の
大
唐

西
域
求
法
高
僧
傳
と
は
相
違
點
が
あ
り
、
引
用
の
誤
り
で
な
い
と
し
た
ら
、
直
接

に
は
こ
の
遊
心
集
に
據
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る）
28
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。『
大
唐
西
域

求
法
高
僧
傳
』
で
は
「
漢
字
の
經
」
の
部
分
は
「
漢
本
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
撰

集
抄
』
は
『
閑
居
友
』
を
「
改
變
し
、
更
に
言
葉
を
付
加
し
て
成
り
立
っ
て
い
る

と
思
わ
れ）
29
（

」、
さ
ら
に
『
閑
居
友
』
は
『
遊
心
集
』
に
據
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。『
遊
心
集
』
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、『
高
僧
傳
』
と
同
じ
「
漢
本
」
と
書

か
れ
て
い
る
か
、「
漢
字
の
經
」
と
書
か
れ
て
い
る
か
は
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
、

『
閑
居
友
』、『
撰
集
抄
』
と
も
に
「
漢
字
の
經
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
遊

心
集
』
も
「
漢
字
の
經
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
傳
』
の
「
漢
本
尙
存
、
梵
夾
猶
列
」
に
は

字
の

校
勘
は
な
く
、
四
字
ず
つ
で
收
ま
り
が
い
い
た
め
、
こ
こ
の
「
漢
本
」
の
か
わ
り

に
「
漢
字
の
經
（
漢
字
之
經
ま
た
は
漢
字
經
）」
が
入
っ
て
い
た
可
能
性
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
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第
一
號

一
三

そ
う
す
る
と
、「
漢
字
の
經
」
は
日
本
で
作
ら
れ
た
言
葉
と
な
る
。『
遊
心
集
』

に
そ
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
な
が
ら
、
制
作
年
代
が
不
明
で
、

な
お
か
つ
書
物
も
殘
っ
て
い
な
い
の
は
殘
念
で
あ
る
。

朝
鮮
に
お
け
る
「
漢
字
」

朝
鮮
で｢

漢
字｣
と
い
う
語
は
、『
朝
鮮
王
朝
實
錄
』
世
宗
實
錄
、
世
宗
五
年

癸
卯
年
壬
申
（
一
四
二
三
年
一
二
月
二
五
日
）
の
項
に
み
え
る
。
日
本
國
王
（
足

利
將
軍
）
が
、
僧
の
圭
籌
、
梵
齡
等
を
派
遣
し
て
、
大
藏
經
の
版
木
を
所
望
し
た

際
の
世
宗
と
の
や
り
と
り
の
中
に
、

上
又
た
曰
わ
く
、
國
王
の
求
む
る
所
の
大
藏
經
板
、
我
が
國
、
唯
だ
一
本
有

る
の
み
、
以
て
請
を
塞
ぎ
難
し
、
但
だ
密
敎
大
藏
經
板
、
註
華
嚴
經
板
、
漢

字
大
藏
經
を
以
て
全
部
之
れ
を
送
ら
ん
と
欲
す
。
圭
籌
等
對
え
て
曰
わ
く
…

若
し
漢
字
本
を
賜
わ
る
を
蒙
ら
ば
、
則
ち
寡
君
必
ず
誠
に
感
悅
せ
ん
。
…
上

曰
わ
く
、
漢
字
板
、
祖
宗
相
い
傳
え
唯
だ
一
本
あ
る
の
み
。
若
し
疊か
さ

ね
て
之

れ
有
ら
ば
、
國
王
に
向
け
て
、
敢
え
て
吝
惜
の
心
有
ら
ん
や
。

と
み
え
る
。

漢
字
大
藏
經
、
漢
字
本
、
漢
字
板
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
が
、
初
出
で
あ
ろ
う
。

日
本
と
の
關
係
で
こ
の
語
が
で
て
き
て
い
る
の
は
、
興
味
深
い
。
こ
れ
以
前
の
朝

鮮
で
は
、
中
國
の

字
の
こ
と
は
「
漢

」
と
よ
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

拙
稿
で
は
「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
が
、
中
國
で
い
つ
作
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
の

考
察
を
行
っ
た
。こ
の
語
は「
遼
」あ
た
り
に
使
い
始
め
ら
れ
、そ
れ
は「
金
」・「
元
」

と
い
う
異
民
族
の
王
朝
に
中
で
も
使
い
續
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
民
族

の

字
と
區
別
す
る
た
め
に
「
漢
字
」
と
稱
さ
れ
た
。
そ
の
場
合
の
「
漢
」
は
す

で
に
特
定
の
王
朝
と
し
て
で
は
な
く
、「
中
國
」
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
。
鮮
卑
系
と
さ
れ
る
唐
も
異
民
族
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
唐

は
獨
自
の

字
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
唐
の
太
宗
（
五
九
八
―
六
四
九
）
は
、

王
羲
之
の

字
に
心
醉
し
、
五
經
正
義
と
い
う
儒
敎
の
經
典
の
厖
大
な
注
釋
書
を

作
ら
せ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
、
漢
字
や
漢
字

化
を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
內
實
は
漢
民
族
と
漢
字

化
に
對
す
る
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
梵
字
」
と
い
う
語
は
唐
『
酉

陽
雜
俎
』
に
み
え
る
。
そ
れ
に
對
比
し
て
「
漢
字
」
と
い
う
言
い
方
が
、
あ
っ
て

も
よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
ま
だ
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

中
國
を
支
配
し
た
異
民
族
の
王
朝
が
獨
自
の

字
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か

が
、
漢
字
と
い
う
言
葉
が
異
民
族
の

字
と
相
對
化
し
て
使
わ
れ
る
大
き
な

機

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
遼
」
の

丹

字
は
漢
字
に
對
抗
し
て
作
ら

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。「
西
夏
」
も
ま
た
漢
字
と
構
造
が
よ
く
似
た
西
夏

字
を

作
っ
た
。「
金
」は

丹

字
と
漢
字
に
觸
發
さ
れ
て
女
眞

字
を
作
っ
た
。「
淸
」

は
滿
洲

字
を
制
定
し
て
い
る
。
異
な
る
民
族
が
異
な
る
國
家
を
作
れ
ば
、
異
な

る

字
を
作
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
ろ
う
。

獨
自
の

字
を
も
つ
征
服
王
朝
の
中
で
は
、
そ
れ
ら
の

字
と
區
別
す
る
た
め

に「
漢
字
」と
い
う
呼
び
名
は
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
用
法
が
中
華
民
國
を
へ
て
、

中
華
人
民
共
和
國
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
現
在
、「
漢
字
」
は
「
漢

族
（
五
六
あ
る
民
族
の
中
で
最
大
）」
の

字
で
、「
漢
語
（
漢
族
の
言
語
）」
を

表
現
す
る
た
め
の

字
と
さ
れ
て
い
る
。



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

一
四

日
本
で
は
、『
發
心
和
歌
集
』
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
元
の
時
代
に

作
ら
れ
た
『
遼
史
』
や
『
金
史
』
よ
り
も
古
く
、

獻
で
確
認
し
う
る
か
ぎ
り
最

古
の
使
用
例
と
な
る
。

原
田
氏
は
、「
日
本
で
「
漢
字
」
と
呼
稱
し
た
の
が
中
國
に
傳
わ
っ
た
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い）
30
（

」
と
し
な
が
ら
も
、『
遼
史
』、『
金
史
』、『
元

史
』の
例
を
あ
げ
、「『
遼
史
』と『
金
史
』は
共
に
元
の
托
克
托
の
撰
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
漢
字
」
の
語
は
元
代
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、

脈
・

旨
を
案
ず
る
に
、
遼
代
・
金
代
に
「
漢

字
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
た
と
斷
定
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
わ
れ
る）
31
（

」

と
述
べ
て
い
る
。そ
の
あ
と
、「「
漢
字
」と
い
う
語
が
出
て
く
る
の
は
」と
し
て
、『
古

事
談
』、『
仙
覺
抄
』、『
名
語
記
』、『
徒
然
草
』
な
ど
の
用
例
を
あ
げ
、
そ
れ
ら
は
、

「
中
國
の
言
い
方
が
傳
わ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
そ
の
こ
と
に
確
證
は
な
い
。
さ
す
が
に
日
本
で
作
ら
れ
た
「
漢
字
」

と
い
う
言
葉
が
中
國
に
輸
出
さ
れ
た
可
能
性
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、「
漢
字
」
と
い
う
語
が
、
中
國
で
の
使
用
例
と
は
關
わ
り
な
く
、
日
本
で
獨

自
に
考
え
出
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
う
る
。『
閑
居
友
』
や
『
撰
集
抄
』

の
「
漢
字
ノ
經
」
は
佚
書
で
あ
る
『
遊
心
集
』
に
あ
っ
た
語
の
よ
う
だ
が
、『
大

唐
西
域
求
法
高
僧
傳
』
の
「
漢
本
」
を
日
本
で
書
き
換
え
た
か
も
し
れ
な
い
の
で

あ
る
。

日
本
の
場
合
は
、
梵
字
（
イ
ン
ド
の

字
）
に
對
す
る
漢
字
や
假
名
（
日
本
で

〔
漢
字
を
變
形
さ
せ
て
〕
作
っ
た

字
）
に
對
す
る
漢
字
（
中
國
の

字
）
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
や
は
り
、
相
對
化
さ
れ
た
結
果
、
あ
ら
わ
れ
て
き
た
稱
呼
と
い

う
こ
と
に
な
る）
32
（

。
原
田
氏
は
「
漢
民
族
以
外
の
民
族
が
、

丹

字
や
蒙
古

字

と
區
別
し
て
「
漢
字
」
と
稱
し
て
い
る）
33
（

」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の

章
を
「
漢

民
族
以
外
の
民
族
で
あ
る
日
本
人
が
、平
假
名
や
片
假
名
や
梵
字
と
區
別
し
て「
漢

字
」
と
稱
し
て
い
る
」
と
書
き
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
中
國
に

お
い
て
も
、
日
本
に
お
い
て
も
、
或
い
は
朝
鮮
な
ど
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
國
に
つ
い

て
も
い
え
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
漢
字
と
い
う
呼
び
方
は
、
そ
れ
を
使
用
し

て
い
た
人
々
の
外
側
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
『
漢
字
學
硏
究
』
に
お
い
て
甲
骨

及
び
金

を
扱
う
意
義
に
つ
い
て

述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、「
漢
字
」
は
本
來
、
他
の

字
と
の
對
比
の
中
で
生
ま
れ
た
呼
稱
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
差
異
化
を
は
か
る
語

で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
現
在
の
中
國
は
、
漢
民
族
以
外
の
多
く
の
民
族
を
包
括

し
た
國
で
あ
り
、「
漢
字
」
は
そ
れ
ら
の
民
族
が
と
も
に
使
用
す
る
共
通

字
と

な
っ
て
い
る
。日
本
や
朝
鮮
そ
れ
に
ベ
ト
ナ
ム
で
も
、か
つ
て
漢
字
が
使
用
さ
れ
、

ま
た
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
漢
字

化
圈
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
あ
ま

つ
さ
え
、「
日
本
で
は
、
一
般
に
、「
峠
」「
榊
」「
辻
」
等
の
、
い
わ
ゆ
る
國
字
を

含
め
て
漢
字
と
稱
す
る
（『
廣
辭
苑
』）」
と
、
日
本
で
作
ら
れ
た
國
字
ま
で
を
も

漢
字
と
呼
ん
で
い
る
。
漢
字
の
意
味
は
相
當
に
廣
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

ら
の
漢
字
の
出
發
點
を
た
ず
ね
て
い
く
と
、
そ
の
こ
ろ
に
は
漢
字
と
い
う
名
稱
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
た
し
か
に
甲
骨
・
金

に
ま
で
行
き
つ
く
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
そ
こ
か
ら
硏
究
を
始
め
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と

と
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、「

字）
34
（

」と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。「

字
」

は
『
禮
記
』
聘
禮
の
注
に
「
古
は

字
を
名
と
曰
い
、
後
世
、
字
と
曰
う）
35
（

」
と
あ

り
、『
說

解
字
』
の
「
蒼
頡
の
初
め
て
書
を
作
る
や
、蓋
し
類
に
依
り
形
に
象
る
。
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一
五

故
に
之
れ
を

と
謂
う
。
其
の
後
、
形
聲
相
い
益
す
。
卽
ち
之
れ
を
字
と
謂
う）
36
（

」

も
「

」
と
「
字
」
に
分
か
れ
て
は
い
る
が
、「

字
」
の
こ
と
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、「

字
」
は
い
ま
や
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
、
楔
形

字
、
キ
リ
ル

字
、

ラ
テ
ン

字
、
ア
ラ
ビ
ア

字
等
々
、
現
在
で
は
漢
字
以
外
の
も
の
を
も
含
む
こ

と
が
多
く
、
中
國
を
中
心
に
し
て
使
う
場
合
に
は
、
か
え
っ
て
、「
漢
字
」
と
い

う
名
稱
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

一
六

附
表

漢
字

書
名
・
篇
名

本

書
籍
の
成
立
年

內
容
の
年
代

備

考

選
子
內
親
王
『
發
心
和
歌
集
』
序
猶
梵
語
者
天
竺
之
詞
流
沙
遙
隔
。
漢
字
者
震
旦
之
跡
風
俗

各
殊
。

弘
九
年
（
一
〇
一
二
）

※
漢
字

※
梵
語

源
顯
兼
『
古
事
談
』
卷
第
六
、
維

時
書
花
名
事

主
上
召
維
時
〈
略
〉
被
仰
『
云
』
可
用
漢
字
之
由

（
維
時
、
之
れ
を
聞
き
て
云
は
く
、『
若
し
實
字
を
書
か

ば
、誰
人
か
之
れ
を
讀
ま
む
や
』
と
云
々
。
後
日
、主
上
、

維
時
を
召
し
て
花
の
目
錄
を
書
か
し
め
て
、
之
れ
を
御
覽

じ
て
、
漢
字
を
用
ゐ
る
べ
き
の
由
を
仰
せ
ら
る
）

建
曆
二
年
か
ら
建
保
三

年
の
閒
（
一
二
一
二
―

一
二
一
五
頃
）

延

二
一
年
（
九
二
一
）

六
月
か
ら
延
長
六
年

（
九
二
八
）
正
月
ま
で
の

あ
い
だ

『
古
事
談
』、
新
日
本
古
典

學
大
系

四
一
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
の

註
釋
に
、實
字
に
つ
い
て
「
漢
字
。『
假

名
』に
對
し
て
い
う
。
眞
名
」と
す
る
。

※
實
字
＝
漢
字

※
漢
字

慶
政
『
閑
居
友
』
上

か
の
唐
土
の
道
希
法
師
ノ
…
（
中
略
）
…
身
ま
か
り
に
け

る
と
お
ぼ
し
く
て
、
漢
字
ノ
經
ば
か
り
遺
り
て
侍
り
け
る

…
（
中
略
）
…
こ
の
事
、
遊
心
集
に
形
ば
か
り
載
せ
侍
り

し
に
や

承
久
四
年
（
一
二
二
二
）

頃
。

※
漢
字
ノ
經

未
詳
『
撰
集
抄
』
卷
九
、
道
希
法

師
事

以
往
、『
高
僧
傳
』
を
見
侍
り
し
に
…
（
中
略
）
…
道
希

の
身
ま
か
り
て
、
漢
字
の
經
ば
か
り
殘
り
け
る
を
見
侍
り

け
る
…
（
中
略
）
…
此
こ
と
、『
遊
心
集
』
に
も
か
た
ば

か
り
載
て
侍
り
き

建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）

頃
。

※
漢
字
ノ
經

※
『
閑
居
友
』
と
ほ
ぼ
同
じ
。

『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
傳
』（
天
授
二

年（
六
九
一
））卷
上
、大
乘
燈
禪
師
、「
…

過
道
希
師
所
住
舊
房
。
當
于
時
也
、
其

人
已
亡
。
漢
本
尙
存
、
梵
夾
猶
列
。
覩

之
潛
然
、
流
涕
而
歎
」
に
も
と
づ
く
。

し
か
し
、「
漢
字
の
經
」
で
は
な
く
「
漢

本
」。

同

三
條
北
方
御
佛
事

童
御
料
と
申
侍
し
御
方
の
諷
誦
は
身
づ
か
ら
あ
そ
ば
し
た

り
け
る
な
む
め
り
。
漢
字
に
處
〃
に
大
和

字
を
あ
そ
ば

し
ま
ぜ
ら
れ
侍
り

同

※
漢
字
に
對
し
て
大
和

字



立
命
館
大
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靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
漢
字
學
硏
究

第
一
號

一
七

『
名
語
記
』
卷
五

マ
ナ
…
（
中
略
）
…
カ
ム
ナ
、
マ
ナ
ト
イ
ヘ
ル
。
マ
ナ
如

何
。
マ
ナ
ハ
眞
字
也
。
字
ヲ
ハ
ナ
ト
モ
ア
サ
ナ
ト
モ
ヨ
メ

リ
。
漢
字
ヲ
マ
ナ
ト
イ
ヘ
リ
。
假
字
ニ
對
セ
ル
義
也
。

永
五
年
（
一
二
六
八
）

（
初
稿
六
卷
本
）

ま
た
は
一
二
七
五

※
漢
字
＝
マ
ナ

※
漢
字
に
對
し
て
假
字

仙
覺
『
萬
葉
集
註
釋
』
三

こ
の
集
の
な
ら
ひ
假
字
を
か
く
こ
と
も
お
ほ
か
れ
ば
漢
字

に
よ
り
て
執
す
ま
じ
き
事
も
あ
ま
た
相
ま
し
は
る
べ
し

永
六
年
（
一
二
六
九
）

四
月
二
日

※
漢
字
に
對
し
て
假
字

『
仙
覺
抄
』
と
も
。

吉
田
兼
好
『
徒
然
草
』

ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
い
ふ
も
の
、
昔
は
な
か
り
け
る
に
や
。
近
き

世
に
ぼ
ろ
ん
じ
・
梵
字
・
漢
字
な
ど
言
ひ
け
る
者
、
そ
の

は
じ
め
な
り
け
る
と
か
や
。

主
要
部
分
は
元
弘
元
年

（
一
三
三
一
）
頃

※
「
他
に
こ
れ
に
言
及
し
た
も
の
が
な

く
、
未
詳
」（
講
談
社
學
術

庫
）

托
克
托
〔
脫
脫
〕『
遼
史
』

卷
二
・
太
祖
〔
在
位
九
一
六
―

九
二
六
〕
下

〔
天
贊
〕
三
年
（
九
二
四
）
春
正
月
…
九
月
丙
申
朔
…
癸

亥
大
⻝
國
遣
使
來
貢
。
甲
子
、
詔
、
甲
子
、
詔
礱
闢
遏
可

汗
故
碑
、
以

丹
、
突
厥
、
漢
字
紀
其
功
。

元
・
順
帝
〔
在
位

一
三
三
三
―
一
三
七
〇
〕

一
三
四
五
年

遼（
九
一
六
―
一
一
二
五
）

※
「
甲
子
、
詔
し
て
闢
遏
可
汗
の
故
碑

を
礱と

ぎ
、

丹
、
突
厥
、
漢
の
字
を
以

て
、
其
の
功
を
紀
さ
し
む
」
と
あ
り
、

丹

字
・
突
厥

字
と
比

し
て
漢

字
す
な
わ
ち
漢
（
中
國
）
の

字
を
記

し
て
い
る
。

同
卷
三
十
一
本
紀

耶
律
逹
實
者
、
世
號
爲
西
遼
逹
實
字
重
德
、
太
祖
八
代
孫

也
。
通
遼
、
漢
字
、
善
騎
射
。

遼
・
漢
の
字
に
通
じ
、騎
射
を
善
く
す
。

※
遼
の

字
と
漢
の

字
と
い
う
意
味

で
、「
遼
」
に
對
し
て
「
漢
」
と
、
相

對
化
さ
れ
て
い
る
。

同
卷
六
十
四
皇
子
表

只
沒
【
校
勘
、
只
沒
、
按
紀
統
和
元
年
正
月
作
先
帝
庶
兄

質
睦
。】、
字
和
魯
菫
。
…
…
敏
給
好
學
、
通

丹
、
漢
字
、

能
詩
。

丹
、漢
字
に
通
じ
、詩
を
能
く
す
「

丹
」
と
「
漢
」
が
相
對
化
さ
れ
て
い
る
。

詩
を
作
る
の
は
、
漢
字
を
用
い
て
だ
ろ

う
。

同
卷
八
十
二
列
傳

蕭
揚
阿
、
字
稍
隱
。
端
毅
簡
嚴
、
識
遼
、
漢
字
、
通
天

、

相
法
。

遼
・
漢
の
字
を
識
り
、
天

相
法
に
通

ず
。

※
「
遼
」
の

字
と
「
漢
」
の

字
が

相
對
化
さ
れ
て
い
る
。

同
卷
百
十
六
國
語
解

又
有
言
以
漢
字
書
者
曰
耶
律
、
蕭
、
以

丹
字
書
者
曰
移

剌
、
石
抹
、
則
亦
無
可
考
矣
。

又
た
漢
字
を
以
て
書
す
る
者
を
耶
律
、

蕭
と
曰
い
、

丹
字
を
以
て
書
す
る
者

を
移
剌
、
石
抹
と
曰
う
と
言
う
有
ら

ば
、
則
ち
亦
た
考
す
可
き
無
し
。



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

一
八

托
克
托
〔
脫
脫
〕『
金
史
』
卷
九

本
紀
第
九
章
宗
一

章
宗
憲
天
光
運
仁

義
武
、
神
聖
英
孝
皇
帝
、
諱
璟
、
小

字
瑪
逹
格
、
顯
宗
嫡
子
也
。
母
孝
懿
皇
后
圖
克
坦
氏
…
…

〔
大
定
〕
十
八
年
封
金
源
郡
王
、
始
習
本
朝
語
言

字
及

漢
字
經
書
、
以
進
士
完
顏
匡
、
司
經
徐
孝
美
等
侍
讀
。

〔
明
昌
二
年
四
月
〕
癸
巳
諭
有
司
、
自
今
女
直
字
直
譯
爲

漢
字
、
國
史
院
專
寫

丹
字
者
罷
之
。

十
一
月
丙
午
朔
、
制
諸
女
直
人
不
得
以
姓
氏
譯
爲
漢
字
。

一
三
四
四
年（
一
一
七
八
）
大
定
十
八
年

明
昌
二
年
（
一
一
九
一
）

始
め
て
本
朝
の
語
言

字
及
び
漢
字
の

經
書
を
習
う
。

※
「
本
朝
語

」（
＝
女
直

字
・

丹

字
？
）
と
對
比
的
に
使
わ
れ
る
。

今
よ
り
女
直
字
を
直
譯
し
て
漢
字
と
爲

す
。

諸
女
直
人
の
姓
氏
を
以
て
譯
し
て
漢
字

と
爲
す
を
得
ず
。

同
卷
四
十
五
志
第
二
十
六
刑

〔
大
定
〕
二
十
三
年
…
…
武
器
署
丞
奕
、
直
長
骨
坐
受
草

畔
子
財
、
奕
杖
八
十
、
骨
笞
二
十
、
監
察
御
史
梁
襄
等
坐

失
糾
察
罰
俸
一
月
。
上
曰
：「
監
察
、
人
君
之
耳
目
。
事

由
朕
發
、
何
以
監
察
爲
。」
上
以
法
寺
斷
獄
、
以
漢
字
譯

女
直
字
、
會
法
又
復
各
出
情
見
、
妄
生
穿
鑿
、
徒
致
稽
緩
、

遂
詔
罷
情
見
。

大
定
二
十
三
年（
一
一
八
三
）

漢
字
を
以
て
女
直
字
を
譯
す
。
漢
字
と

女
直
字
が
相
對
化
さ
れ
る
。

同
卷
五
十
一
志
志
三
十
二
選
擧
一

進
士
諸
科

〔
大
定
十
六
年
〕
上
曰
「

丹

字
年
觀
其
所
撰
詩
、
義

理
深
㣲
、
當
時
何
不
立

丹
進
士
科
舉
、
今
雖
立
女
直
字

科
、
慮
女
直
字
、
創
製
日
近
、
義
理
未
如
漢
字
深
奧
、
恐

爲
後
人
議
論
。」
丞
相
守
道
曰
「
漢

字
恐
初
亦
未
必
能

如
此
。
由

代
聖
賢
漸
加
修
舉
也
。
聖
主
天
姿

哲
、
令

譯
經
敎
天
下
、行
之
久
亦
可
同
漢
人

章
矣
。」
上
曰
「
其

同
漢
人
進
士
例
、
譯
作
程

、
俾
漢
官
覽
之
。」

大
定
十
六
年（
一
一
七
六
）
※

丹

字
・
女
直
字
と
の
比

だ

が
、「
義
理
未
だ
漢
字
の
深
奧
な
る
に

如
か
ず
」
と
漢
字
の
意
味
內
容
の
深
さ

に
は
及
ば
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

同
卷
五
十
三
志
第
三
十
四
／
選
舉

三
／
右
職
吏
員
雜
選

國
史
院
書
寫
、
正
隆
元
年
定
制
女
直
書
寫
、
試
以

丹
字

書
、
譯
成
女
直
字
、
限
三
百
字
以
上

丹
書
寫
、
以
熟
於

丹
大
小
字
、
以
漢
字
書
史
譯
成

丹
字
三
百
字
以
上
、

詩
一
首
或
五
言
七
言
四
韻
、
以

丹
字
出
題
、
漢
人
則
試

論
一
道
遷
考
出
職
同
太
常
檢
討

典
客
署
書
表
十
八
人
、
大
定
十
二
年
以
班
內
祇

終
괫
舉

人
愼
行
止
者
試
三
國
奉
使
接
送
禮
儀

往
復
書
表
格
同
國

史
院
書
寫
十
四
年
以
女
直
人
識
漢
字
班
內
祇
一
同
試
令

※
女
直

※

丹
字

漢
字
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究
所
漢
字
學
硏
究

第
一
號

一
九

卷
五
十
七
志
第
三
十
八
／
百
官
三

／
都
轉
運
司
／
中
都
流
泉
務

大
定
十
三
年
…
…
仍
委
運
司
佐
貳
幕
官
識
漢
字
者
一
員
提

控
、
若
有
違
犯
則
究
治
。

大
定
十
三
年（
一
一
七
三
）

卷
六
十
五
列
傳
第
三
／
始
祖
以
下

諸
子
上
／
世
祖
子
／
斡
者
・
孫

璋

〔
斡
者
〕
子
璋
本
名
胡
麻
愈
、
多
勇
略
、
通
女
直
、

丹
、

漢
字
。

※
他
の
列
傳
に
も
「
通
女
直
、

丹
、

漢
字
」
な
ど
他
の
言
語
と
併
記
し
た
表

現
が
多
く
見
ら
れ
る

宋
濂
『
元
史
』
卷
百
志
第
四
十
八

兵
三
馬
政

朝
廷
歲
以
九
月
、
十
月
遣
寺
官
馳
驛
閱
視
、

其
多
寡
、

有
所
產
駒
、
卽
烙
印
取
勘
、
收
除
見
在
數
目
、
造
蒙
古
、

回
回
、
漢
字

册
以
聞
、
其
總
數
蓋
不
可
知
也
。

一
三
七
〇
年

※
大
漢
和
辭
典
は
、
こ
こ
に
あ
げ
た
も

の
の
う
ち
、「
造
蒙
古
、
回
回
、
漢
字

册
以
聞
、
其
總
數
蓋
不
可
知
也
」
の

部
分
を「
漢
字
」の
用
例
と
し
て
ひ
く
。

そ
の
た
め
、
原
田
氏
が
い
う
よ
う
に
、

一
見
す
る
と
「
其
總
數
」
が
漢
字
の
總

數
の
よ
う
に
誤
解
し
て
し
ま
い
そ
う
に

な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
駒
の
數
で
あ

る
。

※
こ
の
ほ
か
『
元
史
』
中
に
み
え
る
「
漢

字
」
は
一
〇
件
ほ
ど
あ
る
。

『
朝
鮮
王
朝
實
錄
』
世
宗
實
錄

壬
申
日
本
國
王
使
臣
圭
籌
梵
齡
都
船
主
久
俊
等

一
百
三
十
五
人
、
詣
闕
獻
土
宜
。
…
上
又
曰
、
國
王
所
求

大
藏
經
板
、
我
國
唯
有
一
本
、
難
以
塞
請
、
但
欲
以
密
敎

大
藏
經
板
、
註
華
嚴
經
板
、
漢
字
大
藏
經
全
部
送
之
。
…

若
蒙
賜
漢
字
本
、
則
寡
君
必
誠
感
悅
、
臣
之
爲
使
與
有
光

焉
。
上
曰
、漢
字
板
、祖
宗
相
傳
唯
一
本
耳
。
若
疊
有
之
、

向
國
王
、
敢
有
吝
惜
心
乎
。

世
宗
五
年
癸
卯
年
十
二
月

（
一
四
二
三
）

李
氏
朝
鮮
。
日
本
で
は
應
永
三
〇
年
。

將
軍
は
足
利
義
量
だ
が
、
義
持
が
讓
っ

た
も
の
。
圭
籌
、
梵
齡
は
僧
。

『
日
本
書
紀
兼
俱
抄
』
上

な
ぜ
に
此
書
は
漢
字
を
用
ぞ
。
神
代
の
書
な
ら
ば
漢
字
は

あ
る
ま
い
事
ぞ

一
四
八
一
年

隨
筆
『

會
雜
記
』
三
・
下

日
本
紀
は
全
く
漢
字
に
潤
色
し
た
る
故
、
古
事
記
を
第
一

と
す
る
な
り

一
七
八
二
年

『
江
戶
繁
昌
記
』
四
、
馬
喰
街
客

舍

四
篇
已
（
す
で
）
に
出
づ
。
五
篇
も
續
き
出
る
と
。
然
も

那
の
他
は
漢
字
本
、
我
が
手
の
物
に
あ
ら
ず

一
八
三
二
―
一
八
三
六
年

※
『
日
本
國
語
大
辭
典
』
に
よ
れ
ば
、

「
漢
字
本
は
、
漢

で
綴
ら
れ
た
本
。

漢
籍
お
よ
び
準
漢
籍
」。



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

二
〇

本
居
宣
長
『
漢
字
三
音
考
』
一
卷
漢
字
ト
ハ
。
字
ハ
皇
國
ノ
字
ニ
非
ズ
。
漢
國
ノ
字
ナ
ル
ガ

故
ニ
云
フ
。

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

※
漢
字
音
の
硏
究
書

前
島
密
「
漢
字
御
廢
止
之
儀
」

果
し
て
然
ら
は
御
國
に
於
て
も
西
洋
諸
國
の
如
く
音
符
字

（
假
名
字
）
を
用
ひ
て
敎
育
を
布
か
れ
漢
字
は
用
ひ
ら
れ

す
終
に
は
日
常
公
私
の

に
漢
字
の
用
を
御
廢
止
相
成
候

樣
に
と
奉
存
候

慶
應
二
年
（
一
八
六
〇
）

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
電
子

藝
館http://

w
w
w
.japanpen.or.jp/e-bungeikan/

guest/study/m
aejim

ahisoka.htm
l

を
參
照
。

「
論
漢
字
不
可
廢
」（『
亞
東
時

報
』
第
四
九
期
）

〔
重
野
成
齊
〕
先
生
演
說
漢
字
不
可
廢
之
由
。
其
略
云
。

頃
世
上
有
倡
廢
絕
漢
字
漢

之
說
。（
以
下
略
）

一
八
九
〇
年

※
日
本
の
說

爾
雅
會
に
お
け
る
上
院

議
官
の
發
言

「
上
諭
恭
錄
」（『
知
新
報
』）

吏
部
漢
字
堂
主
事
著
玉
崑
補
授

一
八
九
八
年

※
吏
部
に
漢
字
堂
な
る
部
署
が
あ
っ
た

か

「
設
立
漢
字
統
一
會
宗
旨
」（『
直

隸
敎
育
雜
誌
』）

夫
漢
字
者
於
交
通
東
亞
五
萬
萬
生
民
之
思
想
不
可
缺
之
利

器
也
。

一
九
〇
七
年

『
詳
解
漢
和
大
字
典
』
服
部
宇
之

吉
、
小
柳
司
氣
太
著
、
冨
山
房
、

漢
字

（
邦
）
支
那
の

字
（
國
字
の
對
）。

（
一
九
一
六
年
初
版
）

一
九
八
〇
年
修
訂
增
補
新

修
版
三
三
一
版

※
「
漢
語
と
擬
ら
は
し
き
邦
語
は
力
め

て
こ
れ
を
と
り
、（
邦
）
符
を
加
へ
て

之
を
區
別
す
（
凡
例
七
頁
）」。
つ
ま
り

（
邦
）
の
つ
い
た
「
漢
字
」
は
日
本
語

と
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
漢
土
、
漢

、
漢
竹
、
漢
和
、
漢
音
、
漢
詩
、
漢

學
、
漢
語
、
漢
籍
、
漢

學
に
も
（
邦
）

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

『
大
漢
和
辭
典
』
服
部
宇
之
吉
編

纂
、
春
秋
書
院
、
漢
字

（
邦
）國
字
・
假
名
な
ど
に
對
し
て
支
那
の

字
を
云
ふ
。
一
九
二
五
年

「
漢
語
と
邦
語
と
の
區
別
を
明
か
に
す

る
た
め
（
邦
）
を
附
し
」（
三
頁
凡
例
）

と
あ
り
、
漢
人
、
漢
土
、
漢

、
漢
和
、

漢
音
、
漢
詩
、
漢
學
、
漢
語
、
漢
籍
、

漢

學
に
も
（
邦
）
が
つ
け
ら
れ
る
。

※
諸
橋
の
『
大
漢
和
辭
典
』
と
は
別
。



立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
漢
字
學
硏
究

第
一
號

二
一

『
大
漢
和
辭
典
』
諸
橋
轍
次
、
大

修
館
書
店
、
漢
字

①
漢
人
の

字
。
蒙
古

字
に
對
す
。〔
元
史
、
兵
志
〕

造
蒙
古
、
回
回
、
漢
字

册
以
聞
、
其
總
數
蓋
不
可
知
也
。

②
中
國

字
の
稱
。
國
字
又
は
假
名
の
對
。〔
庭
訓
往
來
、

四
月
〕
梵
字
漢
字
逹
者
。

一
九
五
五
年

※
原
田
種
成
氏
は
、元
史
の
用
例
の「
其

其
總
數
蓋
不
可
知
也
」
は
本
來
、
牛
の

數
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
漢
字
の
數
の
よ

う
な
誤
解
を
あ
た
え
る
と
指
摘
し
て
い

る
。

『
辭
海
』（
合
訂
本
、中
華
書
局
）

漢
字

謂
中
國
固
有
之

字
也
。

一
九
四
七
年

『
ア
ジ
ア
歷
史
事
典
』
漢
字

中
國
で
、
太
古
か
ら
現
在
ま
で
用
い
ら
れ
、
ま
た
、
日
本
、

朝
鮮
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
も
お
よ
ん
だ

字
。
漢
字
の
字
體

は
、
古
く
は
殷
の
甲
骨

、
殷
周
の
金

、
秦
の
篆
書
、

隸
書
が
あ
り
、
漢
代
に
は
隸
書
が
行
な
わ
れ
た
が
、
同
時

に
楷
書
が
始
ま
り
、
楷
書
が
三
世
紀
以
後
の
通
用
の
字
體

と
な
っ
た
。
後
漢
の
許
愼
の
〈
說

解
字
〉
は
、
六
書
の

法
則
で
漢
字
の
構
造
を
分
析
し
た
。（
以
下
略
）

一
九
五
九
年

※
漢
字
の
典
據
な
し
。

※
甲
骨
・
金

・
篆
書
・
隸
書
・
楷
書

を
漢
字
と
稱
し
て
い
る
。

『
辭
海
』
漢
字

記
錄
漢
語
的

字
。
世
界
上
最
古
老
的

字
之
一
、
已
有

六
千
多
年
的
歷
史
。
現
存
最
古
可
識
的
是
三
千
多
年
前
殷

商
的
甲
骨

和
稍
後
的
金

。
現
用
漢
字
是
從
甲
骨

、

金

演
變
而
來
的
。
在
形
體
上
逐
漸
由
圖
形
變
爲
筆
畫
、

象
形
變
爲
象
征
、
複
雜
變
爲
簡
單；
在
造
字
原
則
上
從
表

形
、
表
意
到
形
聲
。
一
個
字
一
個
音
節
、
絕
大
多
數
是
形

聲
字
。
現
代
漢
字
已
實
現
部
分
簡
化
、
更
具
使
用
價
值
。

收
在
《
康
熙
字
典
》
裏
的
漢
字
有
四
萬
多
、
收
在
《
漢
語

大
字
典
》
裏
的
有
五
萬
六
千
左
右
、
通
用
的
大
約
有
五
千

到
八
千
。
在
中
國
悠
久
的

化
歷
史
中
積
有
大
量
的
漢

典
籍
。
是
中
國
各
民
族
和
國
際
社
會
通
用
的
正
式

字
之

一
。

一
九
七
九
年

※
「
漢
字
」
の
典
據
な
し
。

※
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
箇
所
は
以
下
の

『
漢
語
大
詞
典
』
に
そ
の
ま
ま
使
わ
れ

て
い
る
。

※
二
〇
〇
九
年
版
も
同
じ
。



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

二
二

安
藤
隆
弘
「
漢
字
・
假
名
の
呼
び

名
の
由
來
」
月
刊
國
語
敎
育
、
五

卷
五
號
。

「
資
料
①
で
は
、「
漢
字
」
の
項
目
に
（
邦
）
の
記
號
を

付
し
、『
漢
語
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
日
本
語
に
は
（
邦
）
の

符
號
を
つ
け
加
え
て
こ
れ
を
區
別
し
た
』」

漢
字
の
外
に
（
邦
）
を
付
し
た
語
は
、漢
土
・
漢

・
漢
和
・

漢
漢

學
等
で
あ
る
。
こ
れ
に
從
え
ば
、「
漢
字
」
と
は
、

日
本
人
が
付
し
た
名
稱
と
な
ろ
う
か
。

一
九
八
五
年

※
資
料
①
は
『
詳
解
漢
和
大
字
典
』
服

部
宇
之
吉
、
小
柳
司
氣
太
著
、
冨
山
房

の
こ
と
で
あ
る
が
、
小
柳
司
氣
太
の
名

を
省
略
。

※
「
漢
字
」
を
日
本
人
作
成
と
す
る
。

※
中
國
の
例
は
引
か
な
い
。

原
田
種
成
「
漢
字
と
い
う
語
の
典

據
」『
漢
字
敎
室
』
一
五
六
、
大

修
館
書
店

一
、
漢
字

二
、
漢
楷

三
、
漢
語
の
三
つ
に
分
け
て
考

察
。「
日
本
で
「
漢
字
」
と
呼
稱
し
た
の
が
中
國
に
傳
わ
っ

た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
す
る
が
、
中
國
の

例
と
し
て
『
遼
史
』
皇
子
表
、『
金
史
』
章
宗
紀
、『
元
史
』

兵
志
を
あ
げ
、「『
遼
史
』
と
『
金
史
』
は
共
に
元
の
托
克

托
の
撰
で
あ
る
か
ら
、そ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る「
漢
字
」

の
語
は
元
代
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
も
な
い
が
、

脈
・

旨
を
案
ず
る
に
、
遼
代
・

金
代
に
「
漢
字
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
た
と
斷
定
し

て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
わ
れ
る
」と
す
る
。そ
の
あ
と
、

「
漢
人
が
自
ら
の

字
を
「
漢
字
」
と
稱
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
漢
民
族
以
外
の
民
族
が
、

丹

字
や
蒙
古

字
と
區
別
し
て
「
漢
字
」
と
稱
し
て
い
る
」
と
す
る
。

日
本
の
例
と
し
て
は
、『
古
事
談
』『
仙
覺
抄
』『
名
語
記
』

『
徒
然
草
』
を
あ
げ
る
が
、「
中
國
の
言
い
方
が
傳
わ
っ

た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
結
ぶ
。

一
九
八
七
年
二
月

『
漢
語
大
詞
典
』
漢
語
大
詞
典
編

輯
委
員
會
、
漢
語
大
詞
典
編
纂
處

編
纂
、
羅
竹
風
主
編
、
漢
語
大
詞

典
出
版
社

漢
語
的
記
錄
符
號
。
世
界
上
最
古
老
的

字
之
一
、
已
有

六
千
多
年
的
歷
史
。
現
存
最
早
可
識
的
漢
字
是
殷
商
的
甲

骨

和
稍
後
的
金

、
現
代
漢
字
卽
由
甲
骨

、
金

演

變
而
來
。
在
形
體
上
逐
漸
由
圖
形
變
爲
筆
畫
、
象
形
變
爲

象
征
、
複
雜
變
爲
簡
單；

在
造
字
原
則
上
從
表
形
、
表
意

到
形
聲
。除
幾
個
別
的
例
外
、都
是
一
個
漢
字
一
個
音
節
。

一
九
九
七
年

※
漢
字
の
典
據
な
し
。

※
『
漢
語
大
詞
典
』
の
漢
字
の
項
目
は

『
辭
海
』
の
完
全
な
丸
寫
し
。

※
一
九
九
四
年
獲
第
一
屆
國
家
圖
書

獎
。



立
命
館
大
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靜
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東
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字

化
硏
究
所
漢
字
學
硏
究

第
一
號

二
三

『
日
本
國
語
大
辭
典
』
か
ん-

じ

【
漢
字
】

〔
名
〕
日
本
で
日
本
語
を
書
き
表
わ
す
の
に
假
名
と
と
も

に
用
い
ら
れ
る

字
で
、
假
名
が
主
と
し
て
音
韻
上
の
單

位
に
あ
た
る
の
に
對
し
て
、
漢
字
は
音
訓
す
な
わ
ち
語
の

單
位
に
對
應
す
る
。
そ
の
用
法
は
複
雜
で
、
ま
た
字
數
が

多
く
、
世
界
の

字
の
中
で
特
異
の
性
質
を
も
つ
。
も
と

も
と
中
國
で
、
紀
元
前
千
五
百
年
前
後
に
發
生
し
た
も
の

と
さ
れ
、
語
ま
た
は
そ
の
音
を
表
わ
し
、
そ
の
字
形
の
成

立
に
つ
い
て
は
漢
代
以
來
六
書
（
り
く
し
ょ
）
と
い
う
六

つ
の
形
式
が
傳
統
的
に
說
か
れ
て
い
る
。
そ
の
書
法
と
し

て
、
歷
史
的
に
篆
、
隸
、
草
、
楷
、
行
そ
の
他
の
書
體
が

行
な
わ
れ
、
今
日
の
日
常
で
は
楷
行
草
、
特
に
印
刷
で
は

楷
書
を
も
と
に
し
た
明
朝
體
等
が
用
い
ら
れ
る
。
主
と
し

て
楷
書
に
つ
い
て
字
形
の
構
成
を
字
體
と
い
う
。
日
本
に

は
三
、四
世
紀
ご
ろ
に
は
傳
わ
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

日
本
で
は
、借
用
し
た
中
國
語
の
發
音（
す
な
わ
ち
字
音
）

で
用
い
ら
れ
、
つ
い
で
中
國
語
に
對
應
す
る
日
本
語
（
す

な
わ
ち
字
訓
）
が
あ
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
讀
み

方
を
借
り
た
表
音
の
用
法
が
發
展
し
て
、
日
本
語
の
た
め

の
特
別
の
表
音

字
で
あ
る
平
假
名
、
片
假
名
を
生
み
出

し
た
。
現
在
、
政
府
は
、
常
用
漢
字
表
を
制
定
し
て
、
日

常
使
用
す
る
範
圍
の
漢
字
一
九
四
五
字
と
そ
の
音
訓
及
び

字
體
に
つ
い
て
標
準
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
人
名
に
用

い
る
漢
字
の
範
圍
が
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
な
。
ま

ん
な
。
お
と
こ
も
じ
。
本
字
。

二
〇
〇
〇
年

※
「
も
と
も
と
中
國
で
、
紀
元
前

千
五
百
年
前
後
に
發
生
し
た
」
と
殷
の

甲
骨

も
漢
字
と
考
え
て
い
る
。

※
中
國
の
「
漢
字
」
と
い
う
語
の
典
據

は
示
さ
な
い
。



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

二
四

漢
人
楷
字
・
外
國
語

『
金
史
』
卷
七
十
三

完
顏
希

尹

金
人
初
無

字
、
國
勢
日
強
、
與
鄰
國
交
好
、
廼
用

丹

字
。
太
祖
命
希
尹
撰
本
國
字
、
備
制
度
。
希
尹
乃
依
倣
漢

人
楷
字
、
因

丹
字
制
度
、
合
本
國
語
、
製
女
直
字
。
天

輔
三
年
八
月
、
字
書
成
、
太
祖
大
悅
、
命
頒
行
之
。
賜
希

尹
馬
一
匹
、
衣
一
襲
。
其
後
熙
宗
亦
製
女
直
字
、
與
希
尹

所
製
字
俱
行
用
。
希
尹
所
撰
謂
之
女
直
大
字
、
熙
宗
所
撰

謂
之
小
字

一
三
四
四
年

※
漢
人
楷
字

※
女
直
大
字
、
女
直
小
字

『
太
平
廣
記
』卷
三
百
八
十
七
、

悟
前
生
一
、
王
練

王
練
字
玄
明
、
瑯
琊
人
、
宋
侍
中
。
父
珉
、
字
季
琰
、
晉

中
書
令
。
相
識
有
一
胡
沙
門
、每
瞻
珉
風
採
、甚
敬
悅
之
、

輒
語
同
學
云
、
若
我
後
生
、
得
爲
此
人
作
子
、
於
近
願
亦

足
矣
。
珉
聞
而
戲
之
曰
、
法
師
才
行
、
正
可
爲
弟
子
耳
。

頃
之
、
沙
門
病
亡
、
亡
後
歲
餘
而
練
生
焉
。
始
能
言
、
便

解
外
國
語
。
及
絕
國
奇
珍
、
銅
器
珠
貝
、
生
所
不
見
、
未

聞
其
名
、
卽
而
名
之
、
識
其
產
出
。
又
自
然
親
愛
諸
胡
、

過
於
漢
人
。
咸
謂
沙
門
審
其
先
身
、
故
珉
字
之
曰
阿
練
、

遂
爲
大
名
云
。（
出
『
冥
祥
記
』）

太
平
興
國
三
年（
九
七
八
）
宋

※
外
國
語

漢
語

范
曄
『
後
漢
書
』
卷
九
十
二

又
、
集
漢
事
成
敗
可
爲
鑒
戒
者
謂
之
漢
語
。

元
嘉
九
年
（
四
三
二
）

又
、
漢
事
成
敗
の
鑒
戒
と
な
す
べ
き
者

を
集
め
、
之
れ
を
漢
語
と
謂
う
。
※

『
國
語
』（
魯
語
・
齊
語
な
ど
）
や
『
世

說
新
語
』
な
ど
の
使
用
例
と
同
じ
だ
ろ

う
。
漢
の
時
代
の
語
（
も
の
が
た
り
）

の
意
味
。

劉
義
慶
『
世
說
新
語
』
言
語

髙
坐
道
人
、
不
作
漢
語
。
或
問
此
意
。
簡

曰
、
以
簡
應

對
之
煩
。

劉
宋
・
元
興
二
―
元
嘉

二
一
年
（
四
〇
三
―

四
四
四
）

晉
・
簡

期
（
三
七
一
―

三
七
二
）

髙
坐
道
人
、
漢
語
を
作
さ
ず
。
或
る
も

の
此
の
意
を
問
う
。
簡

曰
く
「
以
て

應
對
之
煩
を
簡
す
」。

※
古
注
本
の
注
に
引
く
別
傳
に
は
「
不

學
晉
語
」
と
い
う
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第
一
號

二
五

蕭
子
顯
『
南
齊
書
』
卷
五
十
七

列
傳
第
三
十
八
魏
虜

諸
曹
府
有
倉
庫
、悉
置
比
官
、皆
使
通
虜
漢
語
、以
爲
傳
驛
。
梁
・
天
監
年
閒
（
五
〇
二

―
五
一
九
）

皆
な
漢
語
に
通
虜
せ
し
め
、
以
て
傳
驛

と
爲
す
。

同
卷
五
十
九
列
傳
第
四
十
芮
芮

虜
河
南
氐
羌

宋
世
其
國
相
希
利
垔
解
星
算
數
術
、
通
胡
、
漢
語
、
常
言

南
方
當
有
姓
名
齊
者
、
其
人
當
興
。

胡
、
漢
の
語
に
通
ず
。

庾
信
「
奉
和
法
筵
應
詔
詩
」

佛
影
胡
人
記
、
經

漢
語
翻
。

五
一
三
―
五
八
一
年

佛
影
胡
人
記
し
、
經

漢
語
に
翻
す

（
日
本
）『
延

式
』
卷
二
十

大
學
寮

漢
語
師

生
、
竝
賜
時
服
、
人
別
夏
絁
四
丈
五
尺
、
冬
絁

一
匹
三
丈
、
綿
四
屯
。

延
長
五
年
（
九
二
七
年
）

※
漢
語
師

薛
居
正
『
舊
五
代
史
』
卷

百
三
十
七
外
國
列
傳
第
一

阿
保
機
善
漢
語
、
謂
坤
曰
「
吾
解
漢
語
、
歷
口
不
敢
言
、

懼
部
人
效
我
、
令
兵
士
怯
弱
故
也
。」

九
七
四
年

八
七
二
―
九
二
六
年

阿
保
機
、
漢
語
を
善
く
し
、
坤
に
謂
い

て
曰
く
「
吾
、
漢
語
を
解
す
る
に
、
歷

口
敢
え
て
は
言
わ
ず
」

歐
陽
脩
『
新
五
代
史
』
卷

七
十
二
四
夷
附
錄
第
一

丹
上
〔
阿
保
機
〕
又
謂
坤
曰
「
吾
能
漢
語
、
然
絕
口
不
道
於
部

人
、
懼
其
效
漢
而
怯
弱
也
。」

宋
、
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七

―
一
〇
七
二
）

八
七
二
―
九
二
六
年

〔
阿
保
機
〕
又
た
坤
に
謂
い
て
曰
く

「
吾
、
漢
語
を
能
く
す
、
然
る
に
絕
口

し
て
部
人
に
道
わ
ず
」

同
卷
七
十
三
四
夷
附
錄
第
二

丹
下

又
北
、
狗
國
、
人
身
狗
首
、
長
毛
不
衣
、
手
搏
猛
獸
、
語

爲
犬
嘷
、
其
妻
皆
人
、
能
漢
語
、
生
男
爲
狗
、
女
爲
人
、

自
相
婚
嫁
、
穴
居
⻝
生
、
而
妻
女
人
⻝
云
。

其
の
妻
皆
な
人
な
り
て
、
漢
語
を
能
く

し
、
生
ん
で
男
は
狗
と
爲
り
、
女
は
人

と
爲
る
。

※
葉
隆
禮
『

丹
國
史
』（
一
二
五
七

年
以
降
の
成
立
）
に
も
同

で
載
せ
る

宋
濂
『
元
史
』
卷
十
三
本
紀
第

十
三
世
祖
忽
必
烈
十

同
䝉
古
人
、
女
直
、

丹
同
漢
人
。
若
女
直
、

丹
生
西

北
不
通
漢
語
者
、同
蒙
古
人
。
女
直
生
長
漢
地
、同
漢
人
。
明
（
一
三
七
〇
年
）

至
元
二
十
一
年（
一
二
八
四
）
若
し
女
直
、

丹
の
西
北
に
生
ま
れ
漢

語
に
通
ぜ
ざ
る
者
は
、
蒙
古
人
と
同
じ

う
す
。

卷
十
七
本
紀
第
十
七
世
祖
忽
必

烈
十
四

丙
午
、
河
南
、
福
建
行
中
書
省
臣
請
詔
用
漢
語
、
有
旨
以

䝉
古
語
諭
河
南
、
漢
語
諭
福
建
。

至
元
二
十
九
年（
一
二
九
二
）
丙
午
、
河
南
、
福
建
の
行
中
書
省
臣
、

漢
語
を
用
て
詔
せ
ん
こ
と
を
請
い
旨
有

り
、
䝉
古
語
を
以
て
河
南
に
諭
し
、
漢

語
を
し
て
福
建
に
諭
す
。

卷
三
十
四
本
紀
第
三
十
四

宗

三

以
修
經
世
大
典
久
無
成
功
、
專
命
奎
章
閣
阿
鄰
帖
木
兒
、

忽
都
魯
都
兒
迷
失
等
譯
國
言
所
紀
典
章
爲
漢
語
、
纂
修
則

趙
世
延
、
虞
集
等
、
而
燕
鐵
木
兒
如
國
史
例
監
修
。

至
順
元
年
（
一
三
三
〇
）

專
ら
奎
章
閣
阿
鄰
帖
木
兒
、
忽
都
魯
都

兒
迷
失
等
に
命
じ
て
國
言
の
所
典
章
を

紀
す
る
所
を
譯
し
て
漢
語
に
爲
さ
し

む
。



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

二
六

『
騈
字
類
編
』
漢
語

元
史
世
祖
紀
丙
午
河
南
福
建
行
中
書
省
臣
請
詔
用
―
―
有

以

古
語
諭
河
南
―
―
諭
福
建
。
又

宗
紀
以
修
經
世

大
典
久
無
成
功
特
命
奎
章
閣
阿
林
特
穆
爾
和
塔
拉
都
哩
默

色
䓁
譯
國
言
所
記
典
章
爲
―
―
纂
修
則
趙
世
延
虞
集
䓁
而

雅
克
特
穆
爾
如
國
史
例
監
修
。
庾
信
奉
和
法
筵
應
詔
詩
佛

影
胡
人
記
經

―
―
翻
。
白
居
易
縛
戎
入
樂
府
遊
騎
不
聼

能
―
―
將
軍
遂
縛
作
蕃
生
。

※
典
據
は
本
表
に
記
載

『
太
平
記
』
卷
十
三

佛
、
漢
語
を
以
て
四
要
品
の
中
の
八
句
の
偈
を
穆
王
に
授

け
御
座
す
。

應
安
年
閒
（
一
三
六
八
―

一
三
七
五
）

『
太
平
廣
記
』
卷
三
百
九
十
三
唐
蔡
希
閔
、
家
在
東
都
。
暑
夜
、
兄
弟
數
十
人
㑹
於
㕔
。

忽
大
雨
、
雷
電
晦
暝
。
墮
一
物
於
庭
、
作
䬃
䬃
聲
。
命
火

視
之
、
乃
婦
人
也
、
衣
黃
紬
裙
布
衫
、
言
語
不
通
。
遂
目

爲
天
女
。
後
五
六
年
、
能
漢
語
。
問
其
鄉
國
、
不
之
知
。

但
云
「
本
鄉
⻝
粳
米
、
無
碗
器
、
用
栁
箱
貯
飯
而
⻝
之
」

竟
不
知
是
何
國
人
。
初
在
本
國
、
夜
出
、
爲
雷
取
上
、
俄

墮
希
閔
庭
中
。

太
平
興
國
三
年（
九
七
八
）

後
五
六
年
に
し
て
、
漢
語
を
能
く
す
。

『
佩

齋
書
畫
譜
』

元
趙
孟
頫
書
四
十
二
章
經
右
四
十
二
章
經
摩
騰
法
蘭
自
中

天
竺
攜
來
以
梵
書
紀
梵
音
至
吳
興
趙
承

孟
頫
乃
以
漢
語

作
漢
字
要
之
能
受
如
來
心
印
作
東
震
旦
功
德
先
後
一
也
承

精
八
法
咄
咄
逼
晉
人
而
此
書
尤
遒
媚
肅
散
有
王
㑹
稽
父

子
風
若
能
乞
精
手
如
章
藻
拓
作
石
木
二
本
搨
之
則
尤
我
如

來
千
百
億
化
身
之
一
證
也
得
之
者
愼
無
祕
爲
筐
笥
閒
物
哉

白
居
易
『
白
氏

集
』
卷
三
縳

戎
人

（
前
略
）
唯
許
正
朝
服
漢
儀
，
斂
衣
整
巾
潛
淚
垂
。
忽
聞

漢
軍
鼙
鼓
聲
，
路
傍
走
出
再
拜
迎
。
遊
騎
不
聽
能
漢
語
，

將
軍
遂
縛
作
蕃
生
。（
中
略
）
沒
蕃
被
囚
思
漢
土
，
歸
漢

被
劫
爲
蕃
虜
。
早
知
如
此
悔
歸
來
，
兩
地
寧
如
一
處
苦
。

縛
戎
人
，
戎
人
之
中
我
苦
辛
。
自
古
此
冤
應
未
有
，
漢
心

漢
語
吐
蕃
身
。

七
七
二
―
八
四
六
年

遊
騎
は
聽
さ
ず
能
く
漢
語
を
す
る
こ
と

を
，
將
軍
遂
に
縛
し
て
蕃
生
を
作
す
。

古
よ
り
此
の
冤
み
應
に
有
ら
ざ
る
べ

し
，漢
心
漢
語
に
し
て
吐
蕃
の
身
な
り
。

李
商
隱
『
李
義
山
詩
集
』
射
魚

曲

思
牢
弩
箭
磨
靑
石
、
繡
額
蠻
渠
三
虎
力
。
尋
潮
背
日
伺
泅

鱗
、
貝
闕
夜
移
鯨
失
色
。
纎
纎
粉

馨
香
餌
、
綠
鴨
迴
塘

養
龍
水
。
含
氷
漢
語
遠
於
天
、
何
由
迴
作
金
盤
死
。

八
一
二
―
八
五
八
年
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第
一
號

二
七

漢
族

『
大
漢
和
辭
典
』

【
漢
族
】
民
族
の
名
。
漢
民
族
と
も
い
ふ
。
中
國
本
土
の

大
部
分
に
住
ん
で
ゐ
る
民
族
で
、
其
の
起
源
が
何
處
で
あ

る
か
に
就
い
て
は
諸
說
が
あ
る
が
、
近
年
最
も
普
通
に
認

め
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
悠
久
の
古
か
ら
黃
河
流
域
に
居
住

し
て
ゐ
た
と
す
る
學
說
で
あ
る
。
尤
も
人
類
學
者
に
從
へ

ば
、
現
在
の
漢
族
に
は
北
方
系
と
南
方
系
と
が
あ
り
、
南

方
系
は
南
方
の
原
住
民
と
の
混
血
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
考

へ
ら
れ
る
が
、
併
し
、
北
方
地
域
に
も
昔
か
ら
絕
え
ず
異

民
族
の
流
入
が
あ
つ
た
か
ら
、
北
方
系
と
て
も
原
初
の
純

粹
性
を
ど
の
程
度
ま
で
保
持
し
て
ゐ
る
も
の
か
は
不
明
で

あ
る
。
但
、
北
方
系
の
方
が
漢
民
族
の
根
本
的
要
素
で
あ

つ
た
も
の
の
痕
跡
を
比

的
多
分
に
留
め
て
ゐ
る
と
見
る

べ
き
で
あ
ら
う
。

一
九
二
五
年

※
「
漢
族
」
の
初
出
例
に
つ
い
て
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。

『
漢
語
大
詞
典
』

我
國
的
主
體
民
族
。
由
古
代
華
夏
族
和
其
他
族
逐
漸
發
展

而
成
。
分
布
全
國
、
主
要
聚
居
在
黃
河
、
長
江
、
珠
江
三

大
流
域
和
松
遼
平
原
。
人
口
九
億
三
千
多
萬
（
一
九
八
二

年
）、
占
全
國
總
人
口
的93.3
％
。
語
言
屬
漢
藏
語
系
。

毛
澤
東
《
論
十
大
關
係
》
六
、
漢
族
人
口
多
、
也
是
長
時

期
內
許
多
民
族
混
血
形
成
的
。

一
九
九
七
年

※
毛
澤
東
の
「
漢
族
人
口
多
」
と
い
う

例
が
記
さ
れ
て
い
る
。
初
出
か
ど
う
か

は
不
明
。



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か

二
八

注（
1
）
原
田
種
成
「
漢
字
と
い
う
語
の
典
據
」『
漢
字
敎
室
』
一
五
六
、
大
修
館
書
店
、

一
九
八
七
年
二
月
が
、
殆
ど
唯
一
の
こ
の
方
面
の
論
考
で
あ
る
。『
漢
字
敎
室
』
は
大

修
館
書
店
の
Ｐ
Ｒ
誌
で
、
わ
ず
か
三
頁
の
短
い
も
の
だ
が
、
簡
に
し
て
要
を
得
て
い
る
。

拙
稿
も
原
田
氏
の
考
察
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
け
れ
ど
も
、
原
田
氏
が
提
示
し
た
も

の
よ
り
も
古
い
出
典
と
、
新
し
い
考
え
方
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
共
著

者
の
陳
建
明
氏
に
よ
れ
ば
、「
中
國
語
の
ネ
ッ
ト
及
び
多
く
の
學
術
論

が
揃
っ
て
い

る
「
知

」（
日
本
のC

inii

に
似
る
）
で
、「
漢
字
」
と
い
う
言
葉
の
由
來
を
調
べ
て

み
ま
し
た
が
、
殘
念
な
が
ら
關
連
の
論

も
何
も
見
當
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、
中

國
で
は
「
漢
字
」
の
出
典
や
意
味
に
關
し
て
は
問
題
意
識
が
全
く
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

た
だ
、
陳
氏
が
同
僚
の
敎
員
に
、
こ
の
こ
と
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
大
い
に
興
味
を
示
し

た
そ
う
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
も
身
近
に
あ
る
語
で
あ
る
た
め
、
見
落
と
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
す
べ
て
を
完
全
に
調
べ
き
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
今
後
も
注
意
し
て
確
認
し
た
い
。

（
3
）
そ
う
い
う
言
い
方
を
す
れ
ば
、
甲
骨

・
金

は
、
ど
う
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
こ
と
に
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
。

（
4
）
こ
の
章
の
內
容
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
は
、
日
本
漢
字
檢
定
協
會
の
漢
字
に
關
す
る
敎

科
書
に
も
記
し
て
い
る
。

（
5
）
相
原
茂
編
著
『
は
じ
め
て
の
中
國
語
學
習
辭
典
』
第
三
刷
、朝
日
出
版
社
、二
〇
〇
四
年
。

（
6
）
同
上
付
錄
『
作

の
た
め
の
日
中
小
辭
典
』。

（
7
）『
廣
辭
苑
』第
六
版
、岩
波
書
店
、二
〇
〇
九
年
、六
三
〇
頁
。「
漢
語
2
」と
い
う
の
は
、

そ
こ
を
檢
索
す
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
で
あ
る
。

（
8
）
生
沒
年
五
一
三
年
―
五
八
一
年
。

（
9
）
前
揭
「
漢
字
と
い
う
語
の
典
據
」
に
引
用
さ
れ
る
。

（
10
）
漢
皇
重
色
思
傾
國
。

（
11
）
白
川
靜
『
字
通
』
に
み
え
る
訓
讀
に
「
嚀
に
沒
し
、
囚
へ
ら
れ
て
錦
土
を
思
ひ

錦
に
歸
り
、
劫
（
お
び
や
）
か
さ
れ
て
嚀
櫁
と
爲
る
」
と
あ
る
。

（
12
）『
ブ
リ
タ
ニ
カ
國
際
大
百
科
事
典
』
李
淵
、
鮮
卑
ほ
か
を
參
照
。

（
13
）
同
上
。

（
14
）
同
上
。

（
15
）

丹
の

字
に
つ
い
て
は
、
愛
新
覺
羅
烏
拉
熙
春
氏
に
『

丹
語
言

字
硏
究
』

東
亞
歷
史

化
硏
究
會
、
二
〇
〇
四
年
、
他
一
連
の
硏
究
が
あ
る
。

（
16
）
太
祖
曰
、
迭
剌
之
智
、
卒
然
圖
功
、
吾
所
不
及
。
緩
以
謀
事
、
不
如
我
。
回
鶻
使
至
、

無
能
通
其
語
者
、
太
后
謂
太
祖
曰
、
迭
剌
聰
敏
可
使
。
遣

之
。
相
從
二
旬
、
能
習
其

言
與
書
、
因
制

丹
小
字
、
數
少
而
該
貫
。

（
17
）
大
形
徹
「「
和
同
開
珎
」
と
中
國
」、
關
西
大
學
ア
ジ
ア

化
交
流
硏
究
叢
刊

第

四
輯
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

化
情
報
の
發
信
と
受
容
』、
雄
松
堂
、
二
〇
一
〇
年
所

收
を
參
照
。

（
18
）
愛
新
覺
羅
烏
拉
煕
春
「
漢
字
の
ア
ル
タ
イ
民
族
に
對
す
る
影

（
言
語
と
言
語
敎

育
―
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
聲
）」
ポ
リ
グ
ロ
シ
ア
（
1
）、
一
九
九
九
―
〇
四
を
參
照
。

（
19
）
中
國
社
會
科
學
院
語
言
硏
究
所
辭
典
編
輯
室
、
一
九
七
八
年
、
商
務
印
書
館
。

（
20
）
六
頁
、
凡
例
、
四
、
釋
義
、
一
五

（
21
）
中
野
謙
二
『
漢
民
族
の
源
流
を
探
る
：
羌
族
史
の
解
明
か
ら
』、
エ
フ
・
ア
イ
・
プ

ラ
ン
、
二
〇
〇
三
年
。
こ
れ
以
外
に
も
漢
民
族
に
關
す
る
書
籍
は
多
く
あ
る
。

（
22
）
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
。

（
23
）
安
藤
隆
弘
「
漢
字
・
假
名
の
呼
び
名
の
由
來
」
月
刊
國
語
敎
育
、
五
卷
五
號
。

（
24
）
新
日
本
古
典

學
大
系
四
一
『
古
事
談

續
古
事
談
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
。

（
25
）
新
日
本
古
典

學
大
系
四
〇
『
寶
物
集

閑
居
友

比
良
山
古
人
靈
託
』、

一
九
九
三
、三
八
四
頁
。

（
26
）
唐
、
義
淨
原
著
、
王
邦
維
校
注
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
傳
校
注
』
中
華
書
局
、

一
九
八
八
、八
八
頁
。

（
27
）
同
上
、
九
二
頁
。

（
28
）
安
田
孝
子
他
『
撰
集
抄
全
注
釋
下
卷
』
笠
閒
書
院
、
二
〇
〇
三
年
、
六
〇
四
頁
に

引
用
さ
れ
る
小
島
孝
之
氏
の
說
。

（
29
）
同
上
、
補
注
一

道
希
說
話
。

（
30
）
前
揭
「
漢
字
と
い
う
語
の
典
據
」。

（
31
）
同
上
。

（
32
）
大

府
立
大
學
の
田
中
宗
博
氏
、
江
原
大
學
校
、
人

大
學
、
國
語
國

學
科
、

남
기
탁
（
南
基
卓
）
先
生
と
、
江
原
大
學
校
、
人

大
學
、
日
本
學
科
・
招
聘
敎
授
、

恩
塚
千
代
氏
、
ほ
か
多
く
の
方
々
に
資
料
そ
の
他
に
つ
い
て
、
ご
敎
示
い
た
だ
い
た
。

感
謝
し
た
い
。

（
33
）
前
揭
「
漢
字
と
い
う
語
の
典
據
」
三
五
頁
。

（
34
）

字
は
『
禮
記
』
聘
禮
の
注
に
と
あ
り
、『
說

解
字
』
に
、
蒼
頡
之
初
作
書
、
蓋

依
類
象
形
、故
謂
之

。
其
後
形
聲
相
益
。
卽
謂
之
字
。
蒼
頡
の
初
め
て
書
を
作
る
や
、

蓋
し
類
に
依
り
形
に
象
る
。
故
に
之
れ
を

と
謂
う
。
其
の
後
形
聲
相
い
益
す
。
卽
ち

之
れ
を
字
と
謂
う
。

（
35
）
古
者

字
曰
名
、
後
世
曰
字
。

（
36
）
蒼
頡
之
初
作
書
、
蓋
依
類
象
形
、
故
謂
之

。
其
後
形
聲
相
益
、
卽
謂
之
字
。

（
大
形

徹

大

府
立
大
學
敎
授
）

（
陳

建
明

西
安
工
業
大
學
專
任
講
師
）

（
橫
大
路
綾
子

京
都
大
學
大
學
院
生
）


